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Migration Portal,リリース 5.0.0

移行ポータルは、Oracleデータベーススキーマを EDB Postgres Advanced Serverプラットフォームに移行
するためのWebベースのサービスです。移行ポータルは、Oracleデータベーススキーマを評価および分析
し、以下を変換します。

• テーブル

• シークエンス

• コンストレイン

• インデックス LOBインデックスとマテリアライズドビューのインデックスを除く

• シノニム

• ビュー

• マテリアライズドビュー

• DBリンク

• 型と型本体

• トリガー

• ファンクション

• プロシージャ

• パッケージ

• ユーザー

• ロール

• プロフィール

• ロールとオブジェクトの付与

移行ポータルは、EDB Postgres Advanced Serverと互換性のあるデータ定義言語 DDLステートメントを生
成します。

使いやすいポータルインターフェイスにより、評価と移行プロセスが簡素化されます。ポータルにログイ
ンし、Migration Portal quick start を起動します。

EnterpriseDBは、企業が既存のデータベースシステムを長年 Postgresに移行するのを支援してきました。
詳細については、EnterpriseDB websiteを参照してください。

1

https://www.enterprisedb.com/




3

第1章 Release notes

Migration Portalのドキュメントでは、Migration Portal 5.0の最新バージョンについて説明しています。

Version Release date

How to create good prompts 27 May 2026
How to create good prompts 18 Dec 2025
How to create good prompts 01 Jul 2025
How to create good prompts 25 Nov 2024
How to create good prompts 20 Aug 2024
How to create good prompts 27 Jun 2024
How to create good prompts 21 May 2024
How to create good prompts 16 Apr 2024
How to create good prompts 16 Jan 2024
How to create good prompts 20 Nov 2023
How to create good prompts 19 Oct 2023
How to create good prompts 12 Jul 2023
How to create good prompts 18 May 2023
How to create good prompts 14 Feb 2023
How to create good prompts 08 Dec 2022
How to create good prompts 04 Oct 2022
How to create good prompts 04 Aug 2022
How to create good prompts 22 Apr 2022

1.1 Migration Portal 5.0.0 release notes
リリース日 2026年 5月 27日

移行ポータル 5.0.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。



Migration Portal,リリース 5.0.0

Type Description

Breaking change EDB DDLエクストラクタをバージョン 3.0.0に更新しました。スクリプトは、
すべてのテーブル制約とインデックスを `CREATE TABLE`ステートメントの
インラインではなく別の定義として抽出するようになったため、データ移行
シナリオでの制約とインデックスを無効または除外することが簡単になりま
す。古いエクストラクターバージョン 3.0.0より前を使用して抽出された SQL
ファイルは、パーサーロジックの変更のため、受け入れられなくなりました。
移行ポータルのプロジェクトページから最新の `edb_ddl_extractor.sql`をダウ
ンロードし、アップロードする前にスキーマを再抽出します。

Enhancement Oracle 21cデータベースから抽出した DDLファイルをアップロードし、ファ
イルをアップロードするときにソースデータベースとして Oracle 21cを選択
できるようになりました。将来のリリースでは、追加の Oracle 21c変換が利
用できるようになる予定です。

Enhancement 既存のターゲットデータベースへのオンラインスキーマの移行を実行できる
ようになりました。選択したターゲットデータベースが既に存在する場合、
移行ポータルは、オンライン移行を適用する前に、選択されたスキーマが存
在する場合を削除します。

Bug fix お問い合わせフォームに利用規約が表示されない問題を修正しました。
Bug fix 評価レポートの互換性のない機能へのリンクが壊れていた問題を修正しまし

た。
Bug fix オブジェクト依存関係グラフに多数のノードが含まれている場合、移行ポー

タルレポートの生成が応答しなくなる問題を修正しました。依存関係グラフ
が 5,000ノードを超える場合、レポートの応答性を維持するために 5,000ノー
ドに切り捨てられるようになりました。

Bug fix 移行ポータルが `ALTER TYPE ADD/MODIFY`属性ステートメントを無視す
るため、変更された定義の代わりに元のタイプ定義が使用される問題を修正
しました。

1.2 Migration Portal 4.14.0 release notes
リリース日 2025年 12月 18日

移行ポータル 4.14.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement EDB Postgres Advanced Serverバージョン 18のサポートを追加しました。こ
れは、いくつかの新しい Oracle 互換性機能を導入しました。移行ポータル
ユーザーは、EPAS 18に対して Oracleスキーマを評価し、その後、スキーマ
を EPAS 18データベースに移行できるようになりました。

Enhancement 移行ポータルには、強化されたオブジェクト依存関係マッピングが含まれる
ようになりました。依存関係は階層ツリー構造で表示されるため、ユーザー
は子オブジェクトのカスケード障害をトリガーする親オブジェクトをすばや
く特定できます。この可視性により、より戦略的な再評価の優先順位付けが
可能になり、移行効率が大幅に向上します。

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement JSON形式で移行レポートを生成できるようになりました。この構造化デー
タのサポートにより、外部ツールおよび下流の自動ワークフローとのシーム
レスな統合が可能になります。

Bug fix 大容量または大きなサイズのスキーマファイルを処理するときにオフライン
エクスポートファイルのダウンロードを防止する問題を解決しました。

1.3 Migration Portal 4.13.0 release notes
リリース日 2025年 7月 1日

移行ポータル 4.13.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement EDB Postgres Advanced Server SPL_CHECK`拡張機能のサポートを追加しま
した。すべての `Procedures、Functions、Package Body、Type Body、および
`Trigger`定義も、SPL_CHECK`拡張機能を使用して自動的に評価され、潜在
的な実行時エラーを検出するようになりました。詳細については、 :ref:`SPL
チェック<SPLチェック>を参照してください。

Bug fix Oracle 11gソースデータベースの `ORACLE_MAINTAINED`フラグに関連す
るエラーメッセージを発生させた `edb_ddl_extractor.sql`スクリプトのバグを
修正しました。

Bug fix `htp.p`パッケージのプログラム呼び出しがターゲットデータベースバージョ
ン 15、16、および 17と互換性がないと誤って識別したバグを修正しました。

Bug fix DDL解析プロセスによって大量のエラーが検出されたときに、プロジェクト
評価が失敗する問題を修正しました。

1.4 Migration Portal 4.12.0 release notes
リリース日 2024年 11月 25日

移行ポータル 4.12.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement EDB Postgres Advanced Serverバージョン 17のサポートを追加しました。こ
れは、いくつかの新しい Oracle 互換性機能を導入しました。移行ポータル
ユーザーは、EPAS 17に対して Oracleスキーマを評価し、その後、スキーマ
を EPAS 17データベースに移行できるようになりました。

Enhancement 評価通知メッセージは、パーティション化テーブルに多数のパーティション
が含まれている場合に発生する可能性のある遅延についてユーザーに通知す
るようになりました。

次のページに続く

1.3. Migration Portal 4.13.0 release notes 5
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表 5 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement ERH-2107 repair handlerが強化され、`CREATE INDEX`ステートメントから
`COMPUTE STATISTICS`キーワードを削除しました。

Bug fix まれに解析失敗が発生したため、移行ポータルがオブジェクトのDDLの一部
をスキップした問題を修正しました。

Bug fix ターゲット DDLに新しい行のない長いコード行がある場合、 Reassessボタ
ンが移動されるというマイナーな UIの問題を修正しました。

Bug fix `PUBLIC SYNONYMS`が抽出されない EDB DDLエクストラクタスクリプト
の問題を修正しました。修正は、移行ポータルからダウンロードできる EDB
DDLエクストラクタスクリプトの新しいバージョン 2.4.5に含まれています。

Security fix ソフトウェアライブラリを更新し、その他のセキュリティ強化を実装しまし
た。

1.5 Migration Portal 4.11.0 release notes
リリース日 2024年 8月 20日

移行ポータル 4.11.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement ロゴ、フォント、レイアウトのスタイルを更新して、ルックアンドフィール
を向上させました。

Security fix ソフトウェアライブラリを更新し、その他のセキュリティ強化を実装しまし
た。

Bug fix パブリックシノニムの'reレーションが存在しない'エラーを修正しました。
Bug fix 互換性のある `MERGE`および `UNISTR`ステートメントのエラーが報告され

ていた問題を修正しました。
Bug fix プロジェクトに大量のオブジェクトが含まれている場合、レポートの生成に

時間がかかる問題を修正しました。
Bug fix タブを変更するときに AI Copilotで観察された自動スクロールの問題を修正

しました。
Bug fix データベースリンク名で「@」サインを使用できない問題を修正しました。
Bug fix 複数のドットを含むデータベースリンク名が誤って引用される問題を修正し

ました。
Bug fix スキーマ評価の後、移行ポータルがプロジェクトのロードに時間がかかる問

題を修正しました。
Bug fix 大規模なソース DDLファイルの評価を妨げた問題を修正しました。

1.6 Migration Portal 4.10.0 release notes
リリース日 2024年 6月 27日

移行ポータル 4.10.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。
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Type Description

Enhancement 互換性のない DDLオブジェクトのユーザー修復での Postgres `crosstab`など
の Postgres `tablefunc`拡張機能のサポートを追加しました。 `crosstab`ファン
クションは、Postgresでは使用できない Oracle `PIVOT`演算子の回避策とし
て一般的に使用されます。

Enhancement Oracle `PIVOT`オペレーターの回避策としての Postgres `tablefunc`拡張
`crosstab`ファンクションの使用を説明する移行ポータルナレッジベースエ
ントリを追加しました。

Bug fix Portal Wikiタブを選択した後に Projectsタブを選択すると、移行ポータルが
更新される問題を修正しました。

Bug fix AI Copilotのエラー処理機能を向上させました。バックエンドサーバーから
返されたエラーに関するより適切な情報を提供するようになりました。

Bug fix AI Copilotの垂直スクロールを修正して、新しい情報が表示されるとスクロー
ルするようにしました。

Bug fix 別のタブに移動したときに AI Copilotが進行中のストリーミング応答を失う
原因になったエラーを修正しました。

Bug fix [ AI Copilot ]タブから移動するときにワークスペースページの [ Quick Help ]
セクションが空白になる原因となったエラーを修正しました。

Bug fix AIコパイロットを改善して、Enterと修飾キー Control、Command、Option、
Shiftキーを使用して AI Copilotテキストボックスへの改行の追加をサポート
しました。

1.7 Migration Portal 4.9.0 release notes
リリース日 2024年 5月 21日

移行ポータル 4.9.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Feature データベースの移行に関連する質問をし、特定の Oracle から EDB Postgres
Advanced Serverスキーマの非互換性問題を解決するための提案を要求できる
AIコパイロット機能を追加しました。詳細については、Migration Portal AI
Copilot documentationを参照してください。

Enhancement EDB Postgres Advanced Serverでサポートされていないため、`PARTITIONED
TABLE`および `MVIEW`定義から `PARALLEL/NOPARALLEL`句を削除する
修復ハンドラー ERH-2108を追加しました。

Bug fix 移行ポータルが `TABLE`定義から `XMLTYPE`列プロパティ句を削除できな
い問題を修正しました。この句は、EDB Postgres Advanced Serverではサポー
トされていません。

Bug fix 解析失敗のため DDLファイルの最後の部分が削除される問題を修正しまし
た。

1.7. Migration Portal 4.9.0 release notes 7
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1.8 Migration Portal 4.8.0 release notes
リリース日 2024年 4月 16日

移行ポータル 4.8.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement EDB Postgres Advanced Serverは `VARRAY`列プロパティをサポートしてい
ないため、`CREATE TABLE`ステートメントから `VARRAY`プロパティ列句
を削除する新しい修復ハンドラー ERH-2106を追加しました。

Enhancement EDB Postgres Advanced Server がサポートしていないため、`CREATE TA-
BLE`ステートメントから `USING INDEX COMPUTE STATISTICS`原因を削
除する新しい修復ハンドラー ERH-2107を追加しました。

Security fix 移行ポータルが使用する PostgreSQL JDBC ライブラリを更新して、 CVE-
2024-1597で特定されたセキュリティ脆弱性に対処しました。

Bug fix 大規模な DDLの解析失敗により、ソース DDLからワードがスキップされる
問題を修正しました。

Bug fix 特殊な Unicode文字を含む DDLファイルが評価に失敗し、ユーザーがプロ
ジェクトを表示できない問題を修正しました。

1.9 Migration Portal 4.7.1 release notes
リリース日 2024年 1月 16日

移行ポータル 4.7.1の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Bug fix ソースに空白の Unicode文字を含む DDLを完全に解析する問題を修正しま
した。

Security fix 複数のソフトウェアライブラリを更新し、その他のセキュリティ強化を実装
しました。

1.10 Migration Portal 4.7.0 release notes
リリース日 2023年 11月 20日

移行ポータル 4.7.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement EDB Postgres Advanced Serverバージョン 16のサポートを追加しました。
次のページに続く
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表 11 –前のページからの続き
Type Description

Security fix 移行ポータルが使用する snakeyamlライブラリを更新して、CVE-2018-1000613
および CVE-2022-25857で特定されたセキュリティ脆弱性に対処しました。

1.11 Migration Portal 4.6.0 release notes
リリース日 2023年 10月 19日

移行ポータル 4.6.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement 多数の Oracleオブジェクトを含む大規模なスキーマファイルのスキーマ解析
フェーズのパフォーマンスの向上。

Enhancement 移行ポータルは、`DEFAULT`プロファイルの評価と移行をサポートするよう
になりました。

Enhancement `XMLTable`呼び出しに単一の引数がある場合、 `XMLTable`を `XMLParse`に
置き換える新しい修復ハンドラー ERH-2104が追加されました。

Enhancement `SELECT`ステートメント内の `IN`句の値を括弧で囲む新しい修復ハンドラー
ERH-2105が追加されました。

Bug Fix repair handlerによって `REFERENCING`句で更新されたNEWおよびOLD変
数名が、トリガー定義の `WHEN`句でも更新されない ERH-2030 repair handler
の問題を修正しました。

Bug Fix ERH-2065 repair handler を修正して、`SUBPARTITION TEMPLATE`句から
`INMEMORY`および `NO INMEMORY`句を削除します。

Bug Fix 一部のシナリオで適用されなかった ERH-2002修復ハンドラーの問題を修正
しました。

Bug Fix 一部のシナリオで適用されなかった ERH-2009修復ハンドラーの問題を修正
しました。

Bug Fix PL/ SQLオブジェクト内での `UTL_HTTP.END_OF_BODY`例外の発生が、解
析フェーズで処理されない問題を修正しました。

Bug Fix `GRANT EXECUTE ON DIRECTORY`ステートメントが、アップロードされ
たソース DDLスクリプトから削除されない問題を修正しました。

Bug Fix `XMLRoot`ファンクションが EDB Postgres Advanced Serverでサポートされ
ているにもかかわらず、非互換性として誤ってフラグが付けられた問題を修
正しました。

Bug Fix 一部のシナリオで `OutOfMemoryError`例外のため、評価が失敗する問題を修
正しました。

Bug Fix スキーマファイルでの `REMARK`、HOST、および `PROMPT`キーワードの
使用に関連する解析の問題を修正しました。

Bug Fix プロジェクトで Use Oracleのデフォルトのケースをスキーマ移行に使用する
オプションが選択されている場合、チェック制約内の列名が二重引用符で囲
まれなかった問題を修正しました。

次のページに続く
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表 12 –前のページからの続き
Type Description

Bug Fix Oracleバージョンチェックと実際のスキーマ抽出を実行する前に権限チェッ
クを実行するように EDB DDLエクストラクタスクリプトを修正しました。

Bug Fix DDLパーサーを更新して、スキーマのないロールに対して生成された `GRANT
RESOURCE`ステートメントをコメントアウトしました。

1.11.1 サポート終了のお知らせ
EDB Postgres Advanced Server バージョン 11 の標準サポートは、2023 年 11 月 20 日までに終了します。
EDB Postgres Advanced Serverバージョン 11のサポートは、2023年 5月 20日に移行ポータルから削除さ
れ、これ以降に新しい EDB Postgres Advanced Serverバージョン 11プロジェクトが作成されないように
日付。

利用可能なサポートの期間を最大化し、新機能、特に Oracleとの互換性を追加する機能を利用するには、
最新の EDB Postgres Advanced Serverバージョンを移行ポータルプロジェクトのターゲットとして選択す
ることをお勧めします。各 EDB Postgres Advanced Serverメジャーバージョンのサポート期間の詳細につ
いては、EDB Platform Compatibility pageを参照してください。

1.12 Migration Portal 4.5.1 release notes
リリース日 2023年 7月 12日

移行ポータル 4.5.1の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Bug fix 何千ものテーブルを含む大規模なスクリプトを処理するときに、メモリの過
剰使用が原因で評価フェーズがスタックする問題を修正しました。

Bug fix [ Add suffix to make object names unique ] オプションが選択され、データ
ベースオブジェクト名に `$`文字が含まれる場合、評価が失敗する問題を修正
しました。

1.12.1 サポート終了のお知らせ
EDB Postgres Advanced Serverバージョン 11の標準サポートの終了は 2023年 11月 20日に予定されてい
るため、新しい移行ポータルプロジェクトの 2023年以降にサポートされる EDB Postgres Advanced Server
のより新しいバージョンを選択します。 EDB Postgres Advanced Server 11のサポートは、2023年 5月 20
日に移行ポータルから削除され始める予定で、この日以降に新しい EDB Postgres Advanced Server 11プロ
ジェクトが作成されないようにします。

利用可能なサポートの期間を最大化し、新機能、特に Oracleとの互換性を追加する機能を利用するには、
最新の EDB Postgres Advanced Serverバージョンを移行ポータルプロジェクトのターゲットとして選択す
ることをお勧めします。各 EDB Postgres Advanced Serverメジャーバージョンのサポート期間の詳細につ
いては、EDB Platform Compatibilityページを参照してください。
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1.13 Migration Portal 4.5.0 release notes
リリース日 2023年 5月 18日

移行ポータル 4.5.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement 移行ポータルの移行の複雑さと機能分析機能は、以前にキャプチャされなかっ
たOracle機能の存在をキャプチャおよび報告するようになりました。SELECT
FOR UPDATE OF、ANY with = <> != operators、ANY with > < >= <= operators、
IS JSON CHECK CONSTRAINT、LISTAGG ON OVERFLOW、UNDER IN TYPE
DEFINITION、REF IN TYPE SPECIFICATIONS、OVERRIDING SUBPROGRAM
DECLARATION IN TYPE、OF IN OBJECT VIEW CLAUSE。

Enhancement EDB DDLエクストラクタユーティリティは、スキーマを抽出するときに必要
な場合にのみ `GRANT`ステートメントを抽出するオプションを提供するよう
になりました。以前は、`GRANT`ステートメントが常に抽出されました。こ
こで、それらを抽出することを選択できます。デフォルトでは、`GRANT`ス
テートメントは抽出されません。

Enhancement 移行ポータルは、プロジェクトが通常のサポートの終了が近づいている EDB
Postgres Advanced Serverデータベースバージョンをターゲットとしている場
合を示し、ターゲットデータベースのサポートが移行ポータルから削除され
ると、プロジェクトのそれ以上の更新を制限します。

Enhancement 移行ポータルには、プロジェクトの作成日と、プロジェクトが作成されたと
きに使用された移行ポータルのバージョンが、移行ポータルのユーザーイン
ターフェイスの概要セクションに表示されるようになりました。

Enhancement 移行ポータルは、ターゲットデータベースバージョン 11～14の互換性のない
ファンクションとして `SQLERRM()`ファンクションを検出するようになりま
した。

Enhancement 移行ポータルに、新しい修復ハンドラー ERH-2103があり、= ANY`演算子を
`IN`に、!= ANY`演算子を `NOT IN`に置き換えます。

Enhancement Repair handler ERH-2100は、 EDB Postgres Advanced Serverでサポートされ
ていない WRITE ON DIRECTORY Grant特権を検出および削除するようにな
りました。

Bug fix `IMPORT FULL`や `EXPORT FULL`のような一部のサポートされていないシ
ステム付与が移行ポータルによって削除されない問題を修正しました。

Bug fix `DBMS_UTILITY.FORMAT_CALL_STACK`お よ び
`DBMS_UTILITY.LNAME_ARRAY`ファンクションが EDB Postgres Ad-
vanced Serverでサポートされている場合、互換性がないとして誤ってフラグ
が付けられていた問題を修正しました。

Bug fix 別のロールに割り当てられているロールから `CREATE ROLE`ステートメン
トが抽出されない問題を修正しました。

Bug fix 不要な `SET SEARCH_PATH=GLOBAL_OBJECTS`ステートメントをプロジェ
クトのエクスポート SQLファイルから削除しました。

Bug fix 特定のユースケースのファイル解析フェーズ中に移行ポータル評価プロセス
がエラーアウトする原因となっていた問題を修正しました。

次のページに続く
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表 14 –前のページからの続き
Type Description

Bug fix Oracle Data Pumpユーティリティによって抽出され、アップロードされたソー
ス DDLに含まれているネストされたテーブルが解析失敗を発生させていた
問題を修正しました。 EDB Postgres Advanced Serverは、ネストされたテー
ブルをサポートしていません。その結果、これらは移行ポータルによる処理
と評価の前にソース DDLから削除されます。

Security fix 移行ポータルが使用する ejsライブラリ Node.js用が更新されて、CVE-2022-
29078および CVE-2021-23566で特定されたセキュリティ脆弱性に対処しま
した。

Security fix 移行ポータルが使用する terserNPMライブラリが更新されて、CVE-2022-25858
で特定されたセキュリティ脆弱性に対処しました。

1.13.1 サポート終了のお知らせ
EDB Postgres Advanced Serverバージョン 11の標準サポートの終了は 2023年 11月 20日に予定されてい
るため、新しい移行ポータルプロジェクトの場合、2023年以降にサポートされる EPASのより新しいバー
ジョンを選択します。EPAS 11のサポートは、2023年 5月 20日に移行ポータルから削除され始める予定
で、この日以降に新しい EPAS 11プロジェクトが作成されないようにします。

利用可能なサポートの期間を最大化し、新機能、特にOracleとの互換性を追加する機能を利用するには、移行
ポータルプロジェクトのターゲットとして最新の EPASバージョンを選択することをお勧めします。各 EDB
Postgres Advanced Serverメジャーバージョンのサポート期間の詳細については、EDB Platform Compatibility
ページを参照してください。

1.14 Migration Portal 4.4.0 release notes
リリース日 2023年 2月 14日

移行ポータル 4.4.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement 移行ポータルは、EDB EDB Postgres Advanced Server EDB Postgres Advanced
Server Serverバージョン 15をサポートするようになりました。

Enhancement 移行ポータルが強化され、移行プロジェクトのオブジェクト名に Oracleのデ
フォルトの大文字と小文字を保持するオプションを提供します。 Postgresで
は、オブジェクト名のデフォルトの大文字は小文字です。Oracleでは、大文字
です。ほとんどの場合、データベースを Postgresに移行するときは、Postgres
のデフォルトのケースを使用する必要があります。ただし、この新しいオプ
ションは、データベースクエリで引用符で囲まれた大文字の識別子を特に使
用するアプリケーションのサポートを向上させるために提供されています。
新しい機能により、すべてのオブジェクトを引用符で囲まれた大文字の名前
で作成できますが、初期実装はプロシージャルコードで指定されたオブジェ
クト名参照を更新しないことに注意してください。

次のページに続く
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表 15 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement 移行ポータルの移行の複雑さと機能分析機能が強化され、以前はキャプチャさ
れていなかった特定の Oracle機能の存在をキャプチャおよび報告します。こ
れには、外部結合の条件としての `BETWEEN`句の使用に対応する `OUTER
JOIN WITH BETWEEN`機能が含まれますクエリーで。

Enhancement 移行ポータルは、この機能が EDB Postgres Advanced Serverでサポートされ
ていないため、`CREATE VIEW`ステートメントから `CONSTRAINT`句を削
除する新しい ERH-3008修復ハンドラーで強化されました。この機能強化の
一環として、スキーマ評価レポートの Feature Analysisセクション関連機能が
更新され、'既存の使用可能な回避策を含む機能'の分類で `VIEW COLUMN
CONSTRAINT`オカレンスを識別および報告します。

Enhancement ERH-2057 repair handlerが強化され、`LONG`データ型から精度部分を削除し
ました。

Bug fix EDB DDLエクストラクタが更新され、以前は取得されていなかった `ROLE`か
ら `ROLE`許可が抽出されました。

Bug fix 日付リテラルを指定するために使用される場合、̀VIEW`のDDLが `DATE`キー
ワードの後で切り捨てられる問題を修正しました。

Bug fix 列名として `EXTENDED`で指定されたテーブル列の `DEFAULT`句が削除さ
れる問題を修正しました。

Bug fix ユーザーがオブジェクトを手動で修復した後、評価レポートに誤ったオブジェ
クト数が表示されていた問題を修正しました。

Bug fix Oracle `PIPE ROW`構文から Postgres `RETURN NEXT`構文に変換した後、ス
キーマ名プレフィックスで指定された行タイプオブジェクトからスキーマ名
が誤って削除される ERH-2059修復ハンドラーの問題を修正しました。

Other 単一の引数を使用した `TO_TIMESTAMP_TZ()`ファンクション呼び出しを移
行するための回避策を含む移行ポータルナレッジベースエントリを追加しま
した。これは EDB Postgres Advanced Serverでサポートされていません。

Other EDB Postgres Advanced Serverバージョン 10のサポートが削除されました。
ユーザーは、新しい移行プロジェクトのターゲットデータベースとして EDB
Postgres Advanced Server 10を選択できなくなります。また、ユーザーは新し
いスキーマをアップロードし、既存の EDB Postgres Advanced Server 10プロ
ジェクトのオブジェクトを編集および再評価することもできません。

1.14.1 サポート終了のお知らせ
EDB Postgres Advanced Serverバージョン 11の標準サポートの終了は 2023年 11月 20日に予定されている
ため、新しい移行ポータルプロジェクトには、2023年以降にサポートされる EPASのより新しいバージョ
ンを選択する必要があります。EPAS 11のサポートは、2023年 5月 20日に移行ポータルから削除され始
める予定で、この日以降に新しい EPAS 11プロジェクトが作成されないようにします。

利用可能なサポートの期間を最大限に長くし、新機能、特に Oracleとの互換性を提供する機能を利用する
ために、EDBは移行ポータルプロジェクトのターゲットとして最新の EPASバージョンを選択すること
をお勧めします。各 EDB Postgres Advanced Serverメジャーバージョンのサポート期間の詳細については、
EDB Platform Compatibilityページを参照してください。
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1.15 Migration Portal 4.3.0 release notes
リリース日 2022年 12月 8日

移行ポータル 4.3.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement 移行ポータルが強化され、ソース Oracleデータベースからのユーザー、ロー
ル、プロファイル、および付与の評価と移行をサポートします。

Enhancement 移行ポータルが更新され、ユーザー、ロール、プロファイル、付与の抽出のサ
ポートを提供する EDB DDLエクストラクタの新しいバージョンへのリンク
を提供します。移行ポータルは、古いバージョンの EDB DDLエクストラク
タによって生成された DDLを処理および評価することができます。ただし、
新しくサポートされたユーザー関連情報は、これらの古いバージョンでは抽
出できません。

Enhancement 移行ポータルスキーマの移行複雑性スコアリングと機能分析機能が強化され、
以前のリリースの場合と同様にバージョン 14だけでなく、選択したターゲッ
ト EDB Postgres Advanced Serverバージョンに基づくスコアと機能分析を提
供します。

Enhancement スキーマをターゲットデータベースに移行するための移行ポータルのユーザー
インターフェイスが簡素化され、ステップ数と冗長オプションが削減された
オフラインおよびオンライン移行モードが有効になりました。

Enhancement 移行ポータルの移行の複雑さと機能分析機能が強化され、以前はキャプチャ
されていなかった Oracle機能の存在をキャプチャおよび報告します。これに
は、CONNECT BY CONDITION、CONNECT BY NOCYCLE、およびビルトイ
ン/SYS所有ファンクション `GROUP_ID`が含まれます。

Security fix 移行ポータルが使用する jackson-databindライブラリが更新され、CVE-2022-
42003および CVE-2022-42004で特定されたセキュリティ脆弱性に対処しま
した。

Bug fix 警告を回避し、ターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースでサ
ポートされている `MAXVALUE`の許可最大値に関する問題を解決するため
に、シーケンスの `MAXVALUE`の処理を修正しました。

Bug fix Oracle Data Pumpユーティリティを使用して生成された抽出DDLで見つかっ
た仮想テーブル列に関連する `ALTER TABLE MODIFY`ステートメントの処
理の問題を修正しました。

Bug fix パッケージファンクション定義内で句が使用されている場合、̀PIPELINED`句
機能が報告されない問題を修正しました。

Bug fix 特定の場合に互換性のある機能で検出および報告されないカタログビューに
関連する問題を修正しました。

1.16 Migration Portal 4.2.0 release notes
リリース日 2022年 10月 4日

移行ポータル 4.2.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。
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Type Description

Enhancement 4.1.0リリースより前に作成された既存のプロジェクトのスキーマ移行複雑度
スコアの計算と機能分析の生成のサポートを追加しました。

Enhancement スキーマ移行の複雑さのスコアリング機能を強化して、オブジェクトを手動
で修復した後のスコアの更新に対応します。

Enhancement スキーマ評価レポートの Feature Analysisセクションに、未解決のエラーを持
つオブジェクトと、これらのオブジェクトで使用される互換性のない Oracle
機能のリストをリストする新しい「Unresolved Objects」テーブルを追加しま
した。

Enhancement 多数の Oracle 機能を含むプロジェクトで、スキーマ評価レポート生成のパ
フォーマンスが最大 3倍向上しました。

Bug Fix 互換性のないビルトインパッケージおよび SYSスキーマ TYPEオブジェクト
の使用をキャプチャおよびより正確に報告するように移行ポータルを修正し
ました。

Bug Fix 次のOracle機能の存在をより正確にキャプチャし、スキーマの移行の複雑さへ
の影響を評価するように移行ポータルを修正しました。USER DEFINED EX-
CEPTION RISING、USER DEFINED EXCEPTION HANDLING、XMLAGG、
XMLQUERY、XMLTABLE、XMLPI、XMLPARSE、XMLROOT。

Bug Fix DDLエクストラクタの新しいバージョンを作成して、CACHEキーワードで
定義された Oracleテーブルの重複エントリが DDLファイルに出力される問
題を修正しました。移行ポータルが更新され、新しいバージョンの DDLエ
クストラクタへのリンクを提供します。移行ポータルは、古いバージョンの
DDLエクストラクタによって生成された DDLを処理および評価することが
できます。

Bug Fix PRAGMA EXCEPTION_INIT宣言がスキーマ評価レポートの「Feature Analy-
sis」セクションで互換性のない機能として誤って報告される問題を修正しま
した。

Bug Fix LONG RAWが“Feature Analysis”セクションで互換性のない機能として誤っ
て報告される問題を修正しました。

Bug Fix ユーザー定義の例外宣言がスキーマ評価レポートの「Feature Analysis」セク
ションで互換性のない機能として誤って報告される問題を修正しました。

Bug Fix BULK COLLECT INTO句がスキーマ評価レポートの「Feature Analysis」セ
クションで互換性のない機能として誤って報告される問題を修正しました。

Bug Fix スキーマ評価レポートの「Feature Analysis」セクションで NULLIFファンク
ションが互換性のない機能として誤って報告される問題を修正しました。

Bug Fix スキーマ評価レポートの「機能分析」セクションで、REGEXP_LIKE句の回
避策ステータスを「None / Needs Investigation」から「Exists」に更新しました。
repair handlerが現在利用でき、 REGEXP_LIKE句に自動的に適用されます。

Bug Fix EDB Postgres Advanced Serverでサポートされているものとサポートされてい
ない Oracleの事前定義された PL/ SQL例外のリストを更新しました。

Bug Fix ユーザーがオブジェクトのサブセットスキーマ、テーブル、ビューなどを選
択し、ウィザードページを移動すると、ターゲット DDLオブジェクト選択
ページのユーザー選択状態が失われる問題を修正しました。
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1.17 Migration Portal 4.1.0 release notes
リリース日 2022年 8月 4日

移行ポータル 4.1.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement 移行ポータルスキーマ評価レポートには、アップロードされた DDLで見つ
かった Oracleコンストラクトつまり機能に関連する労力タイプと複雑さレベ
ルに基づいて、移行の複雑さスコアを提供する新しい機能分析セクションが
含まれるようになりました。この新しいセクションでは、DDLで見つかった
互換性のない機能の概要も提供します。現在、Feature Analysisセクションは
新しい移行プロジェクトに対してのみ生成され、このリリースより前に作成
された既存のプロジェクトに対しては生成されないことに注意してください。

Enhancement ユーザーは、プロジェクト内の使用可能なスキーマと基になるオブジェクト
にフィルタリングを適用して、選択したオブジェクトタイプのサブセットの
ターゲットデータベース DDLを生成できるようになりました。さらに、ダ
ウンロード用に単一の DDL SQLファイルを作成するのではなく、zipアーカ
イブが作成されます。これには、選択したオブジェクトタイプごとに個別の
ファイルと、プロジェクトと選択したスキーマの統合スクリプトが含まれて
います。

Enhancement Q引用符で囲まれた文字列をドル引用符または E引用符で囲まれた文字列に
変換するための新しい修復ハンドラー ERH-3005を追加しました。

Enhancement ERH-2078修復ハンドラーを強化して、パッケージヘッダーレベルでパイプ
ライン特定の変換を適用します。

Enhancement ERH-2034修復ハンドラーを更新して、PACKAGE内で提供される TYPE定
義から NULLを削除します。

Security fix async、eventsource、h2、jsdom、および momentライブラリを最新バージョ
ンにアップグレードして、セキュリティ問題 CVE-2021-43138、 CVE-2022-
1650 、 CVE-2022-23221 、 CVE-2021-42392 、 CVE-2021-20066 、および
CVE-2022-31129に対処しました。

Bug fix Oracle Data Pumpユーティリティを使用して生成されたソース Oracle DDL
ファイルを処理するときに、一部のインデックスがスキップされるコーナー
ケースを修正しました。

Bug fix ALTER TABLEステートメントの ENABLE NOVALIDATE句から ENABLE
キーワードのみが削除される動作を修正し、full句が削除されるようになり
ました。また、関連する repair handlers ERH-2003および ERH-2005を更新し
ました。

Bug fix 長期実行スキーマ評価と並列して実行されている他の評価のパフォーマンス
に影響を与えていた同期スレッドの問題を修正しました。

Bug fix Oracle Data Pumpユーティリティによって生成されるCREATE TABLEステー
トメントのDEDUPLICATE LOB句により、DDL解析関連のエラーが発生す
る問題を修正しました。
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1.18 Migration Portal 4.0.0 release notes
リリース日 2022年 4月 22日

移行ポータル 4.0.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement 移行ポータルは、EDB DDLエクストラクタの使用を再度サポートするよう
になりました。 DDLエクストラクタに関連する問題が解決され、DDLエク
ストラクタファイル形式の使用に関して導入された一時的な制限が削除され
ました。移行ポータルは、 documentationの指示に従って Oracle Data Pump
ユーティリティの使用を引き続きサポートします。ただし、EDB DDLエク
ストラクタの使用をお勧めします。

Enhancement スキーマ評価アルゴリズムは、いくつかのパフォーマンス関連の問題に対処
し、全体的なスキーマ評価時間を削減するように最適化されています。

Enhancement EDB Postgres Advanced Serverがサポートしていないため、TABLE定義から
CACHE / NOCACHEキーワードを削除するための修復ハンドラーを追加しま
した。

Security fix jackson-databindおよび h2ライブラリは、セキュリティ問題CVE-2020-36518、
CVE-2022-23221、CVE-2021-42392および CVE-2021-23463に対処するため
に最新バージョンにアップグレードされました。

Bug fix 文法ルールを修正して、EDITIONABLEキーワードを削除する修復ハンドラー
の実行をスキップする解析エラーを解決しました。

Bug fix Oracle PIPELINEDおよび PIPE ROWファンクション呼び出しの適切な変換
を実行するように修復ハンドラーを修正しました。

Bug fix オブジェクト名が Unicode文字に基づいている場合、大文字と小文字の区別
が失われる問題を修正しました。

Bug fix 新しいユーザーが移行ポータルのランディングページを初めて開いたときに、
はじめにウィザードが表示される問題を修正しました。

Bug fix ターゲット EPAS DDLスクリプトでの変換中にVIEW定義が切り詰められる
問題を修正しました。

Bug fix 以前は、UTF-8と互換性のない文字を含むアップロードされたDDLファイル
は、評価フェーズの開始時に失敗していました。移行ポータルは、SQLファ
イルを UTF-8として読み取るようになりました。非 UTF-8ファイルがアッ
プロードされた場合、UTF-8と互換性のないすべての文字は置換文字 ` `に変
換され、評価は失敗せずに続行されます。

Bug fix ソース Oracle DDLの名前のない制約の制約名前の割り当てを修正しました。
Bug fix 修復ハンドラーを更新して、Oracle Data Pumpで生成されたソースDDLファ

イルの OIDINDEXストレージ句を削除しました。
Bug fix COLLATEおよび COMPUTATIONキーワードを識別子として使用できるよ

うになりました。
Bug fix 単行コメントの一部として表示される複数行コメントの処理を修正しました。
Bug fix ラップされたオブジェクトを適切に識別およびスキップするように文法を修

正しました。
Bug fix 複数のプロジェクトを同時に実行しているときに発生した ConcurrentModifi-

cationExceptionを修正しました。
次のページに続く
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表 19 –前のページからの続き
Type Description

Bug fix 複数のスキーマにわたる一意のオブジェクト名の処理を修正しました。オブ
ジェクト名は、異なるスキーマ間で一意である必要はありません。

Bug fix 特定の順序は必要ないため、一部の句の順序を無視するように create table文
法を修正しました。

18 第 1章 Release notes
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第2章 Supported platforms

移行ポータルは、Oracle 11g、12c、18c、および 19cから EDB Postgres Advanced Server 14、15、16、17、
および 18への評価と移行をサポートします。移行ポータルは、次のブラウザーでサポートされています。

2.1 サポートされているブラウザー
最高のユーザーエクスペリエンスを得るには、Google Chromeブラウザを使用することをお勧めします。
Migration Portalは、次のブラウザーでもサポートされています。

Browser Supported version

Apple Safari on Macin-
tosh OS

14 and above

Google Chrome 68 and above
Microsoft Edge 42 and above
Mozilla Firefox 60 and above
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第3章 Using Migration Portal

移行ポータルを使用すると、データベーススキーマを Oracleから EDB Postgres Advanced Serverに簡単に
移行できます。評価用のスキーマをアップロードし、すぐにフィードバックと提案を得ることができます。
このポータルを使用すると、すべてのオブジェクトの評価済み DDLをダウンロードし、オンプレミスまた
はクラウドで EDB Postgresデータベースを作成できます。

図 1: The assessment and migration process

ò 注釈

現在、移行ポータルにはチームコラボレーション機能がありません。共同会議、画面共有、およびダウ
ンロード可能な評価レポートを使用して結果を共有することをお勧めします。

Migration Portalにアクセスするには、Webブラウザーを開き、 EnterpriseDB Websiteに移動します。資格
情報を使用してログインします。移行ポータルを使用して Oracleスキーマを移行する方法の概要について
は、Migration Portal quick start を参照してください。

3.1 Overview of the Migration Portal home page
移行ポータルのホームページから、移行ツールにすばやくアクセスできます。

Migration Portalホームページから、次のMigration Portal機能にアクセスできます。

• プロジェクト [プロジェクト]パネルには、評価されたプロジェクトのリストが表示されます。

• プロジェクトの作成 + Newを選択してプロジェクトを作成します。

• プロジェクトの検索 Searchボックスを使用して、プロジェクトを検索します。

https://migration.enterprisedb.com/
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図 2: The Migration Portal home page.

• 概要概要パネルは、選択したプロジェクトに関する詳細を提供し、スキーマ評価後の互換性の割合が
表示されます。

• 移行先移行先を選択して、 EDB Postgres Advanced Server互換の.sqlファイルをダウンロードする
か、オンプレミスまたはクラウドでスキーマを EDB Postgres Advanced Serverに移行します。詳細に
ついては、Performing a schema migrationを参照してください。

• レポートスキーマ評価レポートを表示およびダウンロードするには、レポートを選択します。

• Delete選択したプロジェクトを削除するには、 Deleteを選択します。

• 警告サインプロジェクトまたはスキーマの互換性が 70%未満であるか、複数回試行しても DDLが成
功しない場合、警告メッセージが表示されます。

• Upload DDL file新しい DDLファイルをアップロードするには、Upload new schemaを選択します。

• Schemas Schemasパネルには、アップロードされた DDLファイルの評価結果が表示されます。

• クイックヘルプクイックヘルプパネルには、いくつかの必要なリソースへのクイックリンクが含まれ
ています。

• Portal Wiki Portal Wikiを選択して、製品情報やその他のヘルプガイドへのリンクにアクセスします。

• AI Copilot AIチャットインターフェイスと対話するには、AI Copilotを選択します。このインター
フェイスは、 DDLの互換性、Postgresクエリ構文、 EDB Postgres Advanced Server同等のものなど
に関する情報を取得するのに役立ちます。 AI Copilotを使用する前に、利用規約に同意して機能の使
用をオプトインするように求められます。

3.2 Overview of the Migration Portal Projects page
Migration Portal Projectsページでは、移行に関する詳細情報を提供します。

次のリソースを使用して、移行プロジェクトに関する情報を収集します。

• プロジェクトの互換性プロジェクトの互換性シンボルは、評価されたスキーマの互換性の程度を示
し、範囲を示す数値パーセンテージと色のグラデーションが表示されます。

• Schema Countプロジェクト内のスキーマの数を表示します。
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図 3: The Migration Portal Projects Page overview.

• 移行先スキーマをオンプレミスまたはクラウド内の EDB Postgres Advanced Serverに移行するには、
移行先を選択します。

• オブジェクトの検索オブジェクトを検索するには、 Searchボックスを使用します。

• フィルタプロジェクトページの左側のパネルから、障害が発生した、システム修復、ユーザー修復、
および自動的に渡されたオブジェクトをフィルタリングできます。1つ以上のフィルタの組み合わせ
を選択して、情報を絞り込むことができます。

• Objects選択したスキーマのオブジェクトを表示するタブ。

• 一般的な障害選択したスキーマの失敗したオブジェクトの理由を表示するタブ。

ò 注釈

プロジェクトの一般的な障害の `.csv`ファイルをダウンロードできます。

• Schema評価の結果を表示します。

• ツールチップ結果セットにカーソルを合わせると、合格、失敗、および修復されたオブジェクトの数
を含むツールチップが表示されます。

• クイックヘルプクイックヘルプパネルには、ナレッジベース記事と修復ハンドラードキュメントへ
のリンクが表示されます。Searchボックスを使用して、ナレッジベースエントリまたは修復ハンド
ラードキュメントから特定の情報を検索します。

• AI Copilot AIインターフェイスと対話するには、AI Copilotを選択します。このインターフェイス
は、 DDLの互換性、Postgresクエリ構文、 EDB Postgres Advanced Server同等のものなどに関する
情報を取得するのに役立ちます。 AI Copilotを使用する前に、利用規約に同意して機能の使用をオプ
トインするように求められます。

3.2. Overview of the Migration Portal Projects page 23

https://www.enterprisedb.com/docs/migration_portal/latest/03_mp_using_portal/mp_ai_copilot/


Migration Portal,リリース 5.0.0

3.3 Migration Portal quick start
移行ポータルを使用して Oracleスキーマを移行するには

1. スキーマのメタデータ情報を含む.sqlファイルを生成します。詳細については、Performing a schema
extractionを参照してください。

2. EDB資格情報を使用してMigration Portalにログインします。

3. 新しいプロジェクトを作成します。

4. スキーマのメタデータを使用して.sqlファイルをアップロードします。

ò 注釈

大きな DDLファイルをアップロードすると、ブラウザーがフリーズまたはクラッシュする場合があり
ます使用中のブラウザーとシステムリソースによって異なります。このシナリオでは、移行ポータルを
別のブラウザーで実行するか、抽出するスキーマの数を減らし、そのファイルを移行ポータルにアップ
ロードしてみてください。 !!!

1. 作成と評価を選択します。移行ポータルは、すべてのコンストラクトを確認し、修復アクションを実
行して EDB Postgres Advanced Serverとの互換性を向上させ、手動介入を必要とする残りのエラーに
フラグを立てます。

2. DDLオブジェクトたとえば、100の成功率を示していないテーブルを確認します。

3. EDB Postgres Advanced Serverと互換性のないオブジェクトを選択します。

1. EDB Postgres Advanced Serverで互換性のないオブジェクトに考えられる回避策を検索して理解する
には、ナレッジベースを参照するか、 AI Copilotと対話します。 .. Important:: 提案されたソリュー
ションをすべてテストして、変換されたスキーマが予想通りに動作することを確認します。 !!!

1. 必要な変更を加え、 Reassessを選択して分析を再実行します。

2. スキーマのエラーを解決した後、変更した EDB互換 DDLファイルをダウンロードし、pgAdminま
たは PSQLクライアントなどのクライアントアプリケーションを使用し、スキーマを EDB Postgres
Advanced Serverに移行できます。クラウド上の EDB Postgres Advanced Serverに移行することもで
きます。詳細については、Performing a schema migrationを参照してください。

3.4 AI Copilot
AI Copilotは、AI駆動のチャットボットツールであり、DDLファイルのスキーマ評価中に発生する可能性
のある問題を支援するように設計されています。サードパーティの AIサービスを使用し、EDBの製品ド
キュメントとサポートナレッジベースの両方でトレーニングされて、ユースケース固有のソリューション
を提供します。

チャットボットは移行ポータルに埋め込まれ、AI Copilotと対話できる簡単にアクセスできるインターフェ
イスを提供します。
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3.4.1 ユースケース
次のようなトピックについて質問できます。

• 移行戦略

• Oracleと EDB Postgres Advanced Serverまたは PostgreSQL DDLの互換性

• Oracleクエリの EDB Postgres Advanced Serverまたは PostgreSQL同等品

• 構文エラー

• 特定のプロシージャまたはファンクションの使用例

3.4.2 AIコパイロットを使用する
1. AI Copilot Enabling AI Copilot の使用を開始するには。

2. 質問を入力します。例については、 How to create good promptsを参照してください。

3.4.3 フィードバック
高評価または低評価アイコンを選択して、特定の AI Copilotの回答に関する一般的なフィードバックを提
供できます。

会話 IDをコピーしてサポートチームと共有することにより、より詳細なフィードバックを提供したり、問
題を報告したりすることもできます。

図 4: Feedback via conversation ID and icon

Enabling AI Copilot

AI Copilotを使用するには、最初にその利用規約に同意する必要があります。

AIコパイロットの有効化

1. Migration Portalの上部メニューバーで、 AI Copilotを選択します。右側のペインから AI Copilotに
アクセスすることもできます。このビューは、プロジェクトとスキーマを選択した後にのみ使用でき
ます。
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2. Opt in for AI Copilotを選択します。ポップアップウィンドウに、AI Copilotの使用に関する利用規
約が表示されます。

3. 利用規約を読み、[ I have read and attempts to the tasks of the Agreement を選択し、ウィンドウを
閉じます。

AIコパイロットが有効になっています。 AI Copilotチャットを使用して、移行ポータル、移行戦略、構文
エラーの解決などに関する質問ができるようになりました。使用例については、How to create good prompts
を参照してください。

AIコパイロットの無効化

AIコパイロットはいつでも無効にできます。

1. Migration Portalの右上隅で、ユーザー名を選択します。

2. 設定を選択します。

3. AIコパイロットからオプトアウトを選択します。

AIコパイロットは無効になっています。

How to create good prompts

AI Copilotが提供する回答の品質と精度は、プロンプトの品質によって異なります。AI Copilotは、質問、
状況の詳細または詳細、および例を中心に大規模なコンテキストがある場合に最適に機能します。プロン
プトをより詳細かつ正確に作成できれば、より良い回答が得られます。

他の言語モデルと同様に、AI Copilotでプロンプトエンジニアリング手法を使用して、クエリ入力を改善
できます。

フルネーム、ユーザー名、パスワード、アドレスなどの機密情報をチャットボットに入力しないでください。

クエリーの例

s 重要

推奨されるソリューションを運用環境に適用する前に、制御されたテスト環境でソリューションをテス
トして、提案された修正が特定の移行要件と一致することを確認することを強くお勧めします。

一般的な質問をする

ニュートラルプロンプト

What tools are there to migrate databases?

AI Copilotは EDB製品ドキュメントとナレッジベースでトレーニングされているため、この一般的な質問
は EDB製品提供のコンテキストで回答を提供します。ただし、チャットボットは、最も一般的なユース
ケース、Oracleデータベースから Postgresデータベースへの移行に焦点を当てていますが、これはあなた
のユースケースではないかもしれません。

このプロンプトを改善するには、ソースデータベースとターゲットデータベースをより具体的にします。
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プロンプトの向上

What tools does EDB provide to migrate from open-source Postgres to EDB Postgres␣

↪→Advanced Server?

このプロンプトは、より正確な回答を生成し、その特定のユースケースをサポートする EDB製品をリスト
します。

次に、さらに質問またはコンテキストを追加して、会話を続行できます。例

What is the difference between the Migration Portal and the Migration Toolkit?

構文エラーの解決策を見つける

移行ポータルは構文の問題を見つけると、問題のある行にフラグを立てます。

図 5: Syntax error message

クエリに関するより多くの知識を得るために一般的な質問をできます。例

What are type casts in Postgres?

How do I use `SYS.ODCIVARCHAR2LIST`?

AI Copilotに、構文エラーを含むクエリを修正するように依頼できます。この場合、問題のある行を含む
クエリ全体をコピーします。

Can you correct the syntax of this query? `CREATE OR REPLACE VIEW HRPLUS.VW_STRING_

↪→LIST (STRING_VAL) AS SELECT COLUMN_VALUE FROM SYS.ODCIVARCHAR2LIST(a,b, c);`

または、Oracleソースクエリーと同等の EDB Postgres Advanced Serverターゲットを要求できます。
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Can you provide an EDB Postgres Advanced Server-compatible equivalent for `CREATE OR␣

↪→REPLACE FORCE EDITIONABLE VIEW "HRPLUS"."VW_STRING_LIST" ("STRING_VAL") AS SELECT

↪→"COLUMN_VALUE" FROM SYS.ODCIVARCHAR2LIST(a,b, c);`

どちらのプロンプトも、EDB Postgres Advanced Server互換ビューを作成するための同様の構文を提案し
ます。

CREATE OR REPLACE VIEW HRPLUS.VW_STRING_LIST (STRING_VAL) AS

SELECT UNNEST(ARRAY[a,b, c]) AS COLUMN_VALUE;

不正確な構文エラーの理解

場合によって、移行ポータルは、構文の問題に対して不正確またはあいまいなエラーメッセージを提供す
る場合があります。

図 6: Imprecise syntax error message

AI Copilotに問題の説明を求めることができます。

What is the issue with the following argument when used in a Postgres query? `PIVOT (␣

↪→COUNT(expense_type_id) FOR expense_type_id IN (10, 20, 30) ) ORDER BY employee_ref;`

そして、同等のことを提案するには

Can you provide a Postgres-compatible version of this Oracle query? `SELECT EMPLOYEE_

↪→REF,"10","20","30" FROM ( SELECT employee_ref, expense_type_id FROM expenses )␣

↪→PIVOT ( COUNT(expense_type_id) FOR expense_type_id IN (10, 20, 30) ) ORDER BY␣

↪→employee_ref;`

これらのプロンプトの例に対して AI Copilotによって生成された提案は異なります。この場合、推奨され
るパスは、提供された提案を使用して同等のクエリーを作成することです。次に、作成したクエリーに対
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して元の動作をテストし、ターゲットクエリーが運用環境で使用する前に元の目的を満たすことを確認し
ます。
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データベースを移行するには、次の手順を完了する必要があります。

1. Performing a schema extractionを実行します。

2. Schema assessment checksを実行します。

3. Performing a schema migrationを実行します。

4. Performing a data migrationを実行します。

4.1 Performing a schema extraction

4.1.1 スキーマ抽出方法
EDBまたは Oracle抽出ツールを使用して、スキーマ抽出を実行できます。手順と例については、以下を参
照してください。

• Extracting schemas using the EDB DDL Extractor 推奨する方法

• Extracting schemas using Oracle Data Pump utilities

EDBは、 EDB DDLトラクターを使用してスキーマを抽出することをお勧めします。または、Oracleの
Data Pump IMPDP / EXPDPツールを使用して、Oracleデータベースからスキーマをエクスポートできます。

. 警告

別の方法を使用してスキーマを抽出し、DDLファイルを移行ポータルにアップロードすることを選択
した場合、ポータルはファイルを正しく評価できない場合があります。

詳細については、 Known issues, limitations, and notesを参照してください。

4.1.2 スキーマとオブジェクトのサポート
以下のリストと表は、移行ポータルでサポートされているおよび非サポートのスキーマとオブジェクトを
示しています。
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サポートされていないスキーマ

SQLダンプファイルを生成するときに、これらの Oracleシステムスキーマを除外します。

1 2 3 4 5

ANONYMOUS APEX_PUBLIC_USERAPEX_030200 APEX_040000 APEX_040200
APPQOSSYS AUDSYS CTXSYS DMSYS DBSNMP
DBSFWUSER DEMO DIP DMSYS DVF
DVSYS EXFSYS FLOWS_FILES FLOWS_020100 FRANCK
GGSYS GSMAD-

MIN_INTERNAL
GSMCATUSER GSMROOTUSER GSMUSER

LBACSYS MDDATA MDSYS MGMT_VIEW OJVMSYS
OLAPSYS ORDPLUGINS ORDSYS ORDDATA OUTLN
ORACLE_OCM OWBSYS OWBYSS_AUDIT PDBADMIN RMAN
RE-
MOTE_SCHEDULER_AGENT

SI_INFORMTN_SCHEMASPA-
TIAL_CSW_ADMIN_USR

SPA-
TIAL_WFS_ADMIN_USR

SQLTXADMIN

SQLTXPLAIN SYS$UMF SYS SYSBACKUP SYSDG
SYSKM SYSRAC SYSTEM SYSMAN TSMSYS
WKPROXY WKSYS WK_TEST WMSYS XDB
XS$NULL

ò 注釈

EDB Postgres Advanced Serverは、pg_で始まるスキーマ名をサポートしていません。

サポートされているオブジェクトタイプ

• テーブル

• シークエンス

• コンストレイン

• インデックス LOBインデックスとマテリアライズドビューのインデックスを除く

• シノニム

• ビュー

• マテリアライズドビュー

• DBリンク

• 型と型本体

• トリガー

• ファンクション

• プロシージャ
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• パッケージ

• ユーザー

• ロール

• プロフィール

• ロールとオブジェクトの付与

ò 注釈

列、テーブル、マテリアライズドビューのコメントもサポートされています。

サポートされていないオブジェクトタイプ

• エディション

• オペレーター

• スケジューラー

• LOBインデックスとマテリアライズドビューのインデックス

• XMLスキーマ

• テーブルスペース

• ディレクトリ

• RLSポリシー

• キュー*

• ライブラリー

• インデックスタイプ

* EDB Postgres Advanced Serverはキューテーブルのサポートを提供していますが、移行ポータルは現在そ
れをサポートしていません。ソース DDLのキューテーブルは、ソースおよびターゲット DDLオブジェク
トとしてアップロードされません。

Extracting schemas using the EDB DDL Extractor

移行ポータルのプロジェクトページから最新の EDB DDLエクストラクタスクリプトをダウンロードし
ます。

ò 注釈

システムとブラウザーのリソースの可用性によっては、非常に大きな SQLファイルの場合、移行ポー
タルが応答しなくなる場合があります。この問題を解決するには、一度に抽出するスキーマの数を減ら
して、 SQLファイルのサイズを削減してください。
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前提条件

EDB DDL エクストラクタスクリプトは、 SQL Developer または SQL*Plus で実行できます。 Oracle の
DBMS_METADATAビルトインパッケージを使用して、スキーマスクリプトの実行中に指定の下のさまざまな
オブジェクトの DDLを抽出します。EDB DDLエクストラクタは、ポータルにアップロードされる DDL
ファイルを作成し、EDB Postgres Advanced Serverの互換性について分析されます。

ò 注釈

CONNECT および `SELECT_CATALOG_ROLE`ロールと `CREATE TABLE`特権が必要です。

バージョンの互換性

移行ポータル 5.0.0以降では、EDB DDLエクストラクタバージョン 3.0.0以降が必要です。移行ポータル
は、アップロード時にエクストラクターバージョン 2.4.x以前で生成された SQLファイルを拒否します。

以前に古いエクストラクターバージョンを使用して DDLを抽出した場合は、移行ポータルのプロジェクト
ページから最新の edb_ddl_extractor.sqlをダウンロードし、アップロードする前にスキーマを再抽出
します。

SQL*Plusの場合

1. SQL*Plusに接続し、次のコマンドを実行します。

@edb_ddl_extractor.sql

スクリプトは、以降の手順で説明する詳細を提供するように求めます。

1. スクリプトを実行している Oracleユーザーに必要な特権がある場合は、Enter を押してスクリプト
の実行を続行します。

2. スキーマ名を指定します。複数のスキーマを抽出する場合は、コンマ‘,’を区切り文字として使用
します。

ò 注釈

現在のデータベースからすべてのユーザースキーマを抽出する場合は、抽出中にスキーマ名を記載しな
いでください。ただし、抽出するスキーマ名を記載することをお勧めします。

1. 抽出された DDLを保存するエクストラクターのパスまたはディレクトリを入力します。パスを指定
しない場合、抽出された DDLは、SQL*Plusコマンドを実行したディレクトリに出力されます。

2. 他のスキーマから依存オブジェクトを抽出する場合は yes、抽出したくない場合は noと入力します。

3. yesと入力して他のスキーマから grantステートメントを抽出するか、抽出したくない場合は noと
入力します。

34 第 4章 Migrating a database



Migration Portal,リリース 5.0.0

例

1. エクストラクタースクリプトを実行します。

@edb_ddl_extractor.sql

1. Enterを押します。

2. コンマで区切って 3つのスキーマを指定します。

Enter a comma separated list of schemas to be extracted (Default all schemas): HR,␣

↪→SCOTT, FINANCE

1. 出力ファイルのパスを入力します。

Linuxでは、次を使用できます。

Location for output file (Default current location) : /home/oracle/extracted_ddls/

Windowsでも同様に

Location for output file (Default current location) : c:\Users\Example\Desktop\

1. yesと入力して、他のスキーマの依存オブジェクトを抽出します。

WARNING:

Given schema(s) list may contain objects which are dependent on objects

from other schema(s), not mentioned in the list.` `Assessment may fail

for such objects. It is suggested to extract all dependent objects

together.

Extract dependent object from other schemas?(yes/no) (Default no / Ignored for all␣

↪→schemas option): yes

1. yesと入力して grantステートメントを抽出します。

Extract GRANT statements?(yes/no) (Default no): yes

SQL Developerの場合

edb_ddl_extractor.sqlスクリプトを SQL Developerにロードし、ソース Oracleデータベースに接続し
た後、スクリプトを実行します。スクリプトが実行されたら、プロンプトに応答します。

1. データベース接続のユーザーが [スクリプト出力]タブにリストされている必要な特権を持っている
場合、[ Yes ]を選択してスクリプトの実行を続行します。

2. スキーマのコンマ区切りリストを入力し、 OKを選択します。

3. 出力ファイルのパスを入力し、OKを選択します。デフォルトは、DDLエクストラクタスクリプト
の場所です。
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4. yesまたは noと入力して依存オブジェクトを抽出し、OKを選択します。デフォルトでは、依存オ
ブジェクトを抽出しません。

5. yesまたは noと入力して grantステートメントを抽出し、OKを選択します。デフォルトでは、Grant
ステートメントを抽出しません。

DDLエクストラクタ実行の出力は、[スクリプト出力]タブに表示されます。出力ファイルの名前は、スク
リプト出力の Extraction Completedメッセージの後に表示されます。

ò 注釈

SQL*Plusと SQL Developerの両方に単一のスキーマ名を入力することもできます。

次に、スクリプトは、ソースデータベースのオブジェクトタイプを反復します。タスクが完了すると、.SQL
出力は入力した場所たとえば c:\Users\Example\Desktop\に保存されます。

出力ファイルの理解

EDB DDLエクストラクタ 3.0.0以降、抽出された SQLファイルはテーブル定義をその制約から分離します。

• CREATE TABLEステートメントには、列定義のみが含まれます。主キー、一意、外部キー、チェック、
および NOT NULL制約はインラインには含まれません。

• コンストレインは、抽出されたファイルの専用セクションに個別の ALTER TABLE ... ADD

CONSTRAINTステートメントとして出力されます。セクションは次のとおりです

• Primary Key Constraints

• Unique Key Constraints

• Foreign Keys

• Check Constraints NOT NULLコンストレインもカバーします

• 有効なコンストレインと無効なコンストレインの両方が抽出されます。

抽出したファイルのセクションマーカー ##で始まる行は編集しないでください。移行ポータルは、それら
に依存して出力を正しく解析します。

Extracting schemas using Oracle Data Pump utilities

移行ポータルでは、抽出されたスキーマを評価するために SQLダンプファイルのメタデータのみが必要
です。

前提条件

• 独自のスキーマをエクスポートする予定がある場合は、DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが割
り当てられていることを確認します。それ以外の場合、独自のスキーマのみをエクスポートできます。

• テーブルスペースにオブジェクトを作成するための十分なテーブルスペースクォータがあることを
確認します。
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• SQL  *Plusで、サーバーファイルシステム上のディレクトリを指すディレクトリオブジェクトを作
成します。例 Linuxの場合

create directory DMPDIR as /sample/file/path;

Windowsの場合

create directory DMPDIR as c:\sample\file\path\;

• SQL*Plusでは、Data Pumpユーティリティを実行しているユーザーに読み取り書き込み権限を付与
します。

grant read,write on directory DMPDIR to <Username>;

次のいずれかの手順を実行します。

• データベース内の 1つ以上のスキーマを抽出します

• データベース内のすべてのスキーマを抽出します

データベース内の 1つ以上のスキーマを抽出します

1. expdpコマンドを実行する前に、サーバー上に.par拡張子たとえば export.parを持つファイルを
作成します。属性と値をファイルに追加します。

CONTENT=metadata_only

INCLUDE=SYNONYM

INCLUDE=SEQUENCE

INCLUDE=TYPE

INCLUDE=TABLE

INCLUDE=CONSTRAINT

INCLUDE=PROCEDURE

INCLUDE=FUNCTION

INCLUDE=PACKAGE

INCLUDE=INDEX

INCLUDE=MATERIALIZED_VIEW

INCLUDE=VIEW

INCLUDE=TRIGGER

INCLUDE=DB_LINK

INCLUDE=USER

INCLUDE=GRANT

INCLUDE=SYSTEM_GRANT

このコマンドの属性と値は、次のオプションを指定します。- CONTENT=metadata_onlyは、スキーマのメ
タデータのみを抽出します。 - INCLUDE=は、抽出に含めるデータベースオブジェクトタイプを指定しま
す。移行ポータルでサポートされているデータベースオブジェクトタイプのみを抽出します。サポートさ
れているオブジェクトタイプを参照してください。

2. コマンドラインから exportコマンドを実行して、schemas_metadata.dumpファイルを生成します。
たとえば、 <Schema_1>、<Schema_2>、<Schema_3>などのメタデータ情報を抽出するには、次の
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コマンドを実行します。

expdp <Username>@<ConnectIdentifier> DIRECTORY=DMPDIR SCHEMAS=<Schema_1>,<Schema_2>,

↪→<Schema_3> DUMPFILE=schemas_metadata.dump parfile=export.par

3. ダンプファイルから SQLファイルを生成するには、importコマンドを実行します。

たとえば、 schemas_metadata.dumpファイルから YourSchemas.SQLファイルを生成するには、次のよ
うに入力します。

impdp <Username>@<ConnectIdentifier> DIRECTORY=DMPDIR TRANSFORM=OID:n,SEGMENT_

↪→ATTRIBUTES:n EXCLUDE=STATISTICS SQLFILE=YourSchemas.sql DUMPFILE=schemas_metadata.

↪→dump

移行ポータルで想定されるファイルエンコード形式の詳細については、file encodingを参照してください。

データベース内のすべてのスキーマを抽出します

ò 注釈

除外スキーマリストサポートされていないスキーマを参照してください。コマンドを実行しているユー
ザーアカウントがスキーマの除外リストに含まれている場合、 impdpコマンドは失敗します。

1. expdpコマンドを実行する前に、サーバー上に.par拡張子たとえば export.parを持つファイルを
作成します。属性と値をファイルに追加します。

CONTENT=metadata_only

FULL=Y

INCLUDE=SYNONYM

INCLUDE=SEQUENCE

INCLUDE=TYPE

INCLUDE=TABLE

INCLUDE=CONSTRAINT

INCLUDE=PROCEDURE

INCLUDE=FUNCTION

INCLUDE=PACKAGE

INCLUDE=INDEX

INCLUDE=MATERIALIZED_VIEW

INCLUDE=VIEW

INCLUDE=TRIGGER

INCLUDE=DB_LINK

INCLUDE=USER

INCLUDE=PROFILE

INCLUDE=GRANT

INCLUDE=ROLE

INCLUDE=ROLE_GRANT

INCLUDE=SYSTEM_GRANT
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このコマンドの属性と値は、次のオプションを指定します。- CONTENT=metadata_onlyは、スキーマのメ
タデータのみを抽出します。 - INCLUDE=は、抽出に含めるデータベースオブジェクトタイプを指定しま
す。移行ポータルでサポートされているデータベースオブジェクトタイプのみを抽出します。サポートさ
れているオブジェクトタイプを参照してください。 - FULL=Yは、データベース内のすべてのスキーマを
抽出します。

2. コマンドラインから exportコマンドを実行して、schemas_metadata.dumpファイルを生成します。

expdp <Username>@<ConnectIdentifier> DIRECTORY=DMPDIR DUMPFILE=schemas_metadata.dump␣

↪→parfile=export.par

3. impdpコマンドを実行する前に、サーバー上に.par拡張子たとえば import.parを持つパラメーター
ファイルを作成します。属性と値をファイルに追加します。

EXCLUDE=SCHEMA:

↪→"IN(select username as schema_name from sys.dba_users where LOWER(username) LIKE pg_% OR username IN

(ANONYMOUS,APEX_PUBLIC_USER,APEX_030200,APEX_040000,APEX_040200,APPQOSSYS,AUDSYS,

↪→CTXSYS,DMSYS,DBSNMP,

DBSFWUSER,DEMO,DIP,DMSYS,DVF,DVSYS,EXFSYS,FLOWS_FILES,FLOWS_020100, FRANCK,GGSYS,

↪→GSMADMIN_INTERNAL,

GSMCATUSER,GSMROOTUSER,GSMUSER,LBACSYS,MDDATA,MDSYS,MGMT_VIEW,OJVMSYS,OLAPSYS,

↪→ORDPLUGINS,ORDSYS,

ORDDATA,OUTLN,ORACLE_OCM,OWBSYS,OWBYSS_AUDIT,PDBADMIN,RMAN,REMOTE_SCHEDULER_AGENT,SI_

↪→INFORMTN_SCHEMA,

SPATIAL_CSW_ADMIN_USR,SPATIAL_WFS_ADMIN_USR,SQLTXADMIN,SQLTXPLAIN,SYS$UMF,SYS,

↪→SYSBACKUP,SYSDG,SYSKM,

SYSRAC,SYSTEM,SYSMAN,TSMSYS,WKPROXY,WKSYS,WK_TEST,WMSYS,XDB,XS$NULL))"

EXCLUDE=STATISTICS

このコマンドの属性と値は、次のオプションを指定します。 - EXCLUDEは、除外するスキーマを指定しま
す。サポートされていないスキーマのリストを追加して、データポンプユーティリティがシステムスキー
マ pg_で始まるスキーマを抽出しないことを確認します。 - EXCLUDE=STATISTICSは、SQL出力ファイル
に統計関連の情報を含めないように指定します。これらを SQLファイルに含めないことにより、移行ポー
タルの DDLを評価する機能に影響を与えることなく、ファイルのサイズが大幅に削減されます。

4. ダンプファイルから SQLファイルを生成するには、importコマンドを実行します。

たとえば、 schemas_metadata.dumpファイルから YourSchemas.SQLファイルを生成するには、次のよ
うに入力します。

impdp <Username>@<ConnectIdentifier> DIRECTORY=DMPDIR TRANSFORM=OID:n,SEGMENT_

↪→ATTRIBUTES:n SQLFILE=YourSchemas.sql DUMPFILE=schemas_metadata.dump parfile=import.

↪→par

移行ポータルで想定されるファイルエンコード形式の詳細については、file encodingを参照してください。
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4.2 Performing a schema migration
スキーマのエラーを解決した後、スキーマを EDB Postgres Advanced Serverデータベースに移行できます。

移行ポータルは、次のターゲットデータベースオプションのいずれかを使用してスキーマを移行するため
のガイド付き手順を提供します。

• オフライン移行-データ定義言語DDL SQLファイルをダウンロードして、psqlクライアントや pgAdmin
などのクライアントアプリケーションを使用してターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータ
ベースにスキーマを手動で作成します。このオプションは、オンプレミスとクラウドベースの移行の
両方に適しています。

• オンライン移行-ターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースに直接接続し、その中にス
キーマを自動的に作成します。通常、このオプションは、クラウド BigAnimalクラスターまたは自己
管理インスタンスのいずれかで実行されているデータベースへの移行に最適です。

スキーマを移行する前に、EDBは Known issues, limitations, and notesターゲットデータベースの構成要件
を特定することをお勧めします。

4.2.1 オフライン移行
クライアントを使用してDDL SQLファイルを実行することにより、Windowsまたは Linuxプラットフォー
ムで EDB Postgres Advanced Serverにスキーマを手動で移行します。

1. Projectsビューで、Migrate to…を選択します。

2. Offline Migrationと Nextを選択します。

3. EDB Postgres Advanced Serverに移行する 1つ以上のスキーマを選択します。スキーマを展開し、各
スキーマの下で特定のオブジェクトタイプを選択することもできます。

ò 注釈

スキーマの互換性が 100%でない場合、バナーが表示されます。必要に応じて、お問い合わせフォーム
に記入してください。

1. Download SQL fileを選択して、評価されたスキーマをダウンロードします。zipパッケージは、選択
したスキーマとオブジェクトの DDLを含む SQLファイルで構成されています。DDLは、プロジェ
クト、スキーマ、またはオブジェクトごとに SQLファイルにグループ化されています。

File name Description Example

_ <ProjectName>_
_ALL_OBJECTS.sql

選択したすべてのスキーマとオブジェクトのDDL
で構成される単一の統合ファイル。

AllTestMigra-
tion_ALL_OBJECTS.sql
consists of DDLs for all
objects of schemas OE, SH,
IX, and PM, and only selected
objects of schema HR.

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
File name Description Example

_ <SchemaName>_
.sql

1 つ以上のファイル。各ファイルは、特定のス
キーマで選択したオブジェクトのDDLで構成さ
れます。

HR.sql consists of DDLs for
all the selected objects of the
HR schema.

_ <SchemaName>_ _ _
<ObjectType>_ .sql

1つ以上のファイル。それぞれが単一の選択した
オブジェクトの DDLで構成されます。

HR_TABLE.sql consists of
DDLs only for TABLE object
of the HR schema.

1. zipファイルのダウンロードが完了したら、Doneを選択して移行ポータルのメインページに戻ります。

2. スキーマをターゲットデータベースにインポートします。

3. edb psqlコマンドラインユーティリティを使用して、変換されたスキーマの移行元の EDB Postgres
Advanced Serverデータベースに接続します。

4. 新しいデータベースを作成します。

CREATE DATABASE <database_name>;

1. 次の psqlコマンドを使用して、新しいデータベースに接続します。

\connect <database_name>

1. 次の psqlコマンドを使用して、必要な SQLファイルを新しいデータベースにインポートします。

\i <path_to_exported_schema_file>.sql

ò 注釈

インポートに `pgAdmin`クライアントを使用することもできます。スキーマをターゲットデータベー
スにインポートします。

4.2.2 オンライン移行
ターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースに直接接続して、スキーマを作成します。

1. Projectsビューで、Migrate to…を選択します。

2. Online Migrationと Nextを選択します。

3. EDB Postgres Advanced Serverに移行する 1つ以上のスキーマを選択します。スキーマを展開し、各
スキーマの下で特定のオブジェクトタイプを選択することもできます。

1. Connectionページで、必要な接続の詳細を入力します。

HM管理の宛先宛先が EDB Postgres Advanced Serverを実行している HM管理の分散高可用性または高度
な高可用性データベースクラスターの場合、ターゲットデータベースとメンテナンスデータベースフィー
ルドの両方デフォルトの bdrdbデータベースを指す必要があります。
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図 1: Schema and objects are selected
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図 2: Schema and objects are selected

4.2. Performing a schema migration 43



Migration Portal,リリース 5.0.0

図 3: Connecting to the cloud cluster
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オンプレミスデータベースサーバーの宛先宛先が EDB Postgres Advanced Serverを実行している PGDクラ
スターの場合、 Target DatabaseとMaintenance Databaseの両方のフィールドが、プライマリ PGDデー
タベースを指している必要があります。クラスター全体で複製されます。

ò 注釈

**Edit Connection**を選択して、接続の詳細を変更し、接続の詳細を再テストできます。

1. テスト接続が成功した場合は、 Nextを選択してターゲットデータベースに接続し、ターゲットサー
バーに選択したスキーマを作成します。

2. 移行が完了すると、ページに、移行が正常に完了したかエラーが発生したかを示すメッセージが表示
されます。Download Overviewボタンを選択して、移行試行に対して生成されたログをダウンロー
ドして確認します。

3. Doneを選択して、移行ポータルのメインページに戻ります。

4.3 Performing a data migration
スキーマの移行を実行した後、データを移行します。

1. Migration Toolkitを使用してデータを移行します。Migration Toolkitの使用の詳細については、Mi-
gration Toolkitを参照してください。

2. Migration Toolkittoolkit.propertiesファイルを構成し、ソースデータベースとターゲットデータ
ベースの接続情報がプロパティファイルで利用できることを確認します。

SRC_DB_URL = jdbc: oracle:thin:@localhost:1521:ORCL

SRC_DB_USER = user_name

SRC_DB_PASSWORD = password

TARGET_DB_URL= jdbc:edb://localhost:5444/migration

TARGET_DB_USER = enterprisedb

TARGET_DB-PASSWORD = password

詳細については、 Building the toolkit.properties Fileを参照してください。

3. –dataOnlyモードでMigration Toolkitを呼び出します。–truncLoadキーワードを含めて、テーブル
間の外部キーの依存関係を解決します。

たとえば、次のコマンドは、データを hrという名前のスキーマに移行します。

runMTK.sh –dataOnly –targetSchema hr –truncLoad HR

このコマンドは、指定された source_schemaを target_schemaに移行します。データは、enterprisedb
という名前のデータベーススーパーユーザーと passwordのパスワードを使用して、ローカルにインストー
ルされた EDB Postgres Advanced Serverインスタンスにロードされます。

ò 注釈

テーブルは、データのロードを試行する前に切り捨てられます。
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4.3.1 高度なデータの移行
並列データのロードが必要な大規模なデータベースの場合、次のいずれかの方法を使用できます。

• EDB Postgres Advanced Serverデータベースリンク機能 Oracleデータベースとの互換性のため

• Dblinkまたはデータベースリンクスタイルの移行データに CLOBデータが含まれる場合

詳細については、Migration Toolkitを参照してください。

4.4 Performing a schema assessment
EDB Postgres Advanced Serverとの互換性について Oracleデータベーススキーマを評価できます。評価に
関するレポートを生成することもできます。

ò 注釈

サポートされていないスキーマオブジェクトの概要については、Migration Portal 4.0.0 release notesお
よび Known issues, limitations, and notesを確認します。

4.4.1 スキーマ評価を実行する
1. Migration Portalに移動します。

2. EDB資格情報を入力します。

3. Newを選択してプロジェクトを作成します。

4. ダイアログボックスで、プロジェクト名フィールドにプロジェクト名を入力します。

5. プロジェクトの詳細を指定します。

• アプリケーションインターフェイスを選択します。

• ソースのソース DBとバージョンを選択します。

• ターゲットのターゲット DBとバージョンを選択します。

6. スキーマメタデータで生成された.SQLファイルをアップロードするには、Choose fileを選択します。

ò 注釈

.SQLファイルは変更しないでください。

1. プロジェクトの作成時に、インデックス_IDXとコンストレイン_CONへのサフィックスの追加を指定
するには、Add suffix to make object names Uniqueチェックボックスをオンにします。 EDB Postgres
Advanced Serverはテーブルとインデックスの同じ名前をサポートしていませんが、Oracleはサポー
トしているため、この選択によりより良い評価結果が保証されます。

2. プロジェクトの作成時に Oracleのデフォルトの大文字と小文字を使用することを指定するには、Use
Oracle の default case for schema 移行チェックボックスを選択します。 Oracle データベースから
EDB Postgres Advanced Serverデータベースにスキーマを移行するときに、Oracleのデフォルトの大
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文字小文字機能を使用して、すべてのデータベースオブジェクトの Oracleのデフォルトの大文字の
命名規則を保持します。この機能の詳細については、Known issues, limitations, and notesを参照して
ください。

3. DEFAULTプロファイルの評価を指定するには、プロジェクトの作成時に、Assess DEFAULT Profile
利用可能な場合チェックボックスを選択します。 EDB DDLエクストラクタは、Oracleデータベース
でオーバーライドされる DEFAULTプロファイルの ALTER PROFILEステートメントを抽出します。
このオプションにより、移行ポータルは DEFAULTプロファイルを評価し、スキーマの移行時にター
ゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースにこれらのステートメントを適用しようとしま
す。DDLをターゲットデータベースに移行する前に、必要に応じて、ALTER PROFILE DEFAULTス
テートメントの設定を検証および更新することをお勧めします。この機能の詳細については、Known
issues, limitations, and notesを参照してください。

4. Create &assessを選択して、新しいプロジェクトを作成し、スキーマを評価します。

分析ツールは、すべてのコンストラクトを確認し、修復アクションを実行して、EDB Postgres Advanced
Serverとの互換性を向上させます。手動介入を必要とする残りのエラーにフラグを立てます。評価プロセ
スの一部として、移行ポータルは SPLチェックベースの分析を自動的に実行します。

1. 100の成功率を示さない DDLオブジェクトテーブルなどを確認します。

2. EDB Postgres Advanced Serverと互換性のないオブジェクトを選択し、詳細を表示します。中央のパ
ネルの下部に、修復アクションの詳細を表示できます。

図 4: Incompatible object and hint

1. EDB Postgres Advanced Serverとすぐに互換性のないオブジェクトの考えられる回避策を見つけるに
は、クイックヘルプナレッジベース情報を参照するか、右パネルの AI Copilotと対話します。

クイックヘルプナレッジベースを使用する場合、 EDB Postgres Advanced Serverと互換性のないオブジェ
クトのエラーメッセージを入力し、検索を選択します。

AI Copilotを使用する場合、チャットウィンドウを使用して AI対応チャット機能と対話します。互換性に
関する質問、エラーメッセージの入力、DDLクエリの Postgres同等の要求構文などを行うことができます。

ò 注釈

互換性のないオブジェクトの情報または回避策がナレッジベースまたは AIコパイロットで利用できな
い場合、サポートチームに連絡してヘルプを求めてください。
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図 5: Incompatibility resolution with Quick Help and AI Copilot

図 6: AI Copilot suggestions

48 第 4章 Migrating a database



Migration Portal,リリース 5.0.0

1. ナレッジベースとAIコパイロットから取得した情報を使用して、互換性のないすべてのオブジェクト
を互換性のあるものにします。そのオブジェクトのターゲットパネルで変更を手動で行い、Reassess
を選択します。

s 重要

提案されたソリューションをすべてテストして、変換されたスキーマが予想通りに動作することを確認
します。

図 7: Incompatibility resolved successfully

ò 注釈

再評価中に失敗したオブジェクトが合格した場合、そのオブジェクトの依存オブジェクトも再評価され
ます。

DDLでの作業が終了したら、変更した EDB互換DDLを.sqlファイルとしてダウンロードするか、スキー
マを移行できます。Performing a schema migrationを参照してください。

4.4.2 評価レポートを生成する
移行ポータルレポートは、プロジェクトについて評価されたスキーマの高レベルの評価概要を提供します。
さらに、レポートは、障害が発生したオブジェクトと障害の原因に関する詳細を提供します。

1. レポートを選択します。

2. レポートに含めるスキーマを選択します。

3. 画面上のレポートを生成するには、 Generateを選択します。

Generate PDFまたは Generate JSONオプションを選択して、レポートを保存できます。JSON形式を使
用して、外部システムに簡単に統合したり、さらに自動処理したりできます。

選択したスキーマの DDLに適用された個別の修復ハンドラーの数を表示することもできます。
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ò 注釈

移行ポータルは、Oracleでラップされたオブジェクトに隠されている機密の PL/ SQLソースコードを
評価しません。これらのラップされたオブジェクトは評価されたオブジェクト数に含まれないため、互
換性のパーセンテージの真の値は、評価レポートで計算された値と異なる場合があります。

ラップされたオブジェクトの詳細については、Known issues and notesのノートを参照してください。

4.4.3 評価レポートを評価する
評価レポートは、スキーマおよびプロジェクト全体のオブジェクトと機能の互換性に関するデータと情報
を提供します。

• オブジェクト移行ポータルは、処理するすべての CREATEステートメントのオブジェクトを生成し
ます。さらに、アップロードされた DDLに制約を追加する各 ALTER TABLEステートメントのオブ
ジェクトを生成します。

• Featureオブジェクトの作成に使用されるOracle句または構成体。フィーチャは 1つ以上のオブジェ
クトで複数回使用できます。

評価レポートには、_In互換性のない機能_および_未解決のオブジェクト_のテーブルがリストされてい
ます。

オブジェクトの互換性

オブジェクトは、ターゲットデータベースで正常に実行された場合、互換性があります。

オブジェクトの互換性の概要

評価レポートには、次のカテゴリに基づいてオブジェクトの互換性の概要が表示されます。

Object compatibility
level

Description

Passed 修復ハンドラーを適用せずにターゲットデータベースで実行します。
System repaired 1つ以上の修復ハンドラーを適用した後、ターゲットデータベースで正常に

実行されます。 Repair handlersは、変換ロジックを使用して、DDLを EDB
Postgres Advanced Serverと互換性のあるものに自動的に作成します。オブジェ
クトの動作に予期しない影響が発生した場合に、レポートの Repair Handler
applyセクションの説明を注意深く確認してください。

User repaired ユーザーが手動で修復および再評価した後、ターゲットデータベースで正常
に実行されます。

Failed objects ターゲットデータベースで正常に実行されません。
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ò 注釈

表示されるオブジェクト分析は、ターゲット DDLのオブジェクトの既存の状態にもとづいています。
オブジェクトが更新および再評価されると変更される可能性があります。たとえば、修正されたオブ
ジェクトは、再評価後に_Unresolved Objects_テーブルから削除されます。

追加のオブジェクト互換性情報

概要の後に、オブジェクトの互換性に関連する追加セクションが表示されます。

Report section Description Usage

All failures オブジェクトが変換に失敗したすべての理由を
要約し、スキーマごとに影響を受ける失敗数と特
定のオブジェクトタイプをリストします。プロ
ジェクト全体にわたって「リレーションが存在し
ない」または「タイプが存在しない」などの一般
的な問題の統合ビューが表示されます。

You can identify the most
common compatibility issues,
allowing you to prioritize the
development of reusable fix
strategies for widespread fail-
ures.

Object dependencies スキーマ内の他のオブジェクトとの関連に焦点を
当てて、オブジェクト、オブジェクトタイプ、お
よびエラーを階層形式でリストします。多くの
場合、依存関係チェーンを示し、1つのオブジェ
クトテーブルなどの障害が依存オブジェクトプ
ロシージャまたはビューなどにエラーをカスケー
ドします。

You can establish the cor-
rect conversion order and
prioritize fixing foundational
objects first, as resolving
a parent object's issue will
likely clear the errors on
many dependent children.
When incompatible objects
require refactoring (using
the AI Copilot, or manual
rewriting), the dependency
list helps determine the exact
scope of the rewrite, ensuring
all calling procedures, views,
or functions are adjusted
correctly.

Assessment result for
schemas

プロジェクトに含まれる個々のスキーマのオブ
ジェクトの互換性の詳細な内訳を提供します。こ
れは、スキーマごとの合計、合格、システム修
復、ユーザー修復、および失敗したオブジェクト
の数を要約したものです。

Scope the migration effort for
each schema individually, fo-
cusing resources on schemas
with the highest number of
failed or system-repaired ob-
jects.

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Report section Description Usage

Repair handlers ap-
plied

システムで使用される自動修復ハンドラーのコー
ド ERH-2013、短い説明、および長い説明をリス
トします。これは、各一意のハンドラーが適用さ
れた回数、ターゲットデータベースでオブジェク
トを正常に実行した回数を示します。

Understand the extent of auto-
mated changes applied to your
DDL, to help you validate the
converted code and identify
potential post-migration per-
formance impacts.

機能の互換性

一部の機能は、EDB Postgres Advanced Serverでネイティブに使用できない場合があります。評価レポート
には、機能の発生と互換性レベルの概要が表示されます。

Feature compatibility
level

Workaround status

Compatible features •

Features with existing
available workaround

Exists

Features with reasonable
effort new workaround

Possible

Features with no
workaround or requiring
further investigation

None / Needs Investigation

ò 注釈

回避策がない機能の場合、アプリケーションレベルの変更を介して機能の非互換性に対処できる場合が
あります。

制限事項

評価レポートは、ユーザーがターゲットDDLを手動で変更し、Reassessを選択した後に更新されます。た
だし、レポートの_In stable attempts_テーブルは更新されず、ソース DDL内の互換性のない機能のリスト
を継続します。スキーマ移行の複雑性評価スコアは、互換性のない機能を備えた互換性のないオブジェク
トが解決されると更新されます。また、オブジェクトが修正され再評価された後、これらのオブジェクト
で元々見つかった互換性のない機能のリストとともに、_Unresolved Objects_テーブルから削除されます。
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Schema assessment checks

スキーマ評価中に、次のチェックが自動的に実行されます。

SPLチェック

SPL Checkは、Oracleプロシージャーコード内の潜在的な実行時エラーを特定するコード分析ツールです。
これは、EDB Postgres Advanced Serverに移行する際の評価プロセスの重要な部分です。

移行ポータルで評価されるすべてのスキーマは、SPL Checkによって分析されます。このファンクション
は、EDB SPL Check拡張機能に基づいていますが、FUNCTION、PROCEDURE、PACKAGE BODY、TYPE BODY

、および TRIGGERオブジェクトタイプ内の実行時エラーを検出します。

スキーマが評価された後、チェックに合格しないオブジェクトは、他の互換性問題とともに、移行ポータ
ルプロジェクトで失敗としてマークされます。これにより、オブジェクトを宛先データベースにインポー
トする前にこれらの問題を解決でき、後で実行時エラーを防ぐことができます。

SPL Checkエラーは、[spl_check]という接頭辞が付いているため、他の非互換性と区別できます。影響
を受けるオブジェクトを変更して問題を修正した後、Reassessを選択してチェックを再実行し、編集によっ
て問題が解決されたことを確認します。
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これらは、次の既知の問題、制限、および注意事項です。

• Migration Portal 4.0.0 release notes

• Extracting schemas using the EDB DDL Extractor

• Extracting schemas using Oracle Data Pump utilities

5.1 Migration Portal

5.1.1 ラップされたオブジェクト
移行ポータルは、ラップされたオブジェクトを評価できません。抽出された DDLにそれらを含める場合、
それらは移行ポータルにロードされず、評価されるオブジェクトの数に含まれません。ラップされたオブ
ジェクトを評価し、EDB Postgres Advanced Serverに移行する場合は、移行ポータルにアップロードする
DDLファイルにオブジェクトのラップされていないバージョンを含めます。これを行うことをお勧めし
ます。スキーマ抽出を実行する前に、Oracleデータベース内のラップされたバージョンをクリアテキスト
バージョンに置き換えることです。スキーマ抽出を実行した後、オブジェクトをラップされたバージョン
に置き換えることができます。

5.1.2 削除されたオブジェクト
一部のサポートされていない Oracleオブジェクトは、移行ポータルがソース DDLファイルを評価すると
きに削除されます。これらの削除されたオブジェクトは変換手順から除外され、移行ポータル評価で削除
されたとしてフラグが立てられません。

次のオブジェクトは、スキーマ評価中に削除されます。

• MATERIALIZED VIEWSに関連するオブジェクトたとえば、MVIEWをサポートするように作成された
バックエンド TABLEまたは INDEXステートメント

• Queues関連オブジェクト

• Nested Tables関連オブジェクト

• XMLType Tables関連オブジェクト

• SYSTEM Schemasに依存する型

• PRIMARY KEYおよび UNIQUEコンストレインに関連するインデックス

• サポートされていないシステム GRANT特権
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EDBは、 CREATE DATABASE LINK、CREATE PUBLIC DATABASE LINK、DROP PUBLIC DATABASE LINK、
および EXEMPT ACCESS POLICYシステム権限の付与のみをサポートしています。他の GRANTステートメ
ントはサポートされておらず、 DDLファイルから削除されます。

5.1.3 ファイルエンコード
移行ポータルは、 .SQL出力ファイルを UTF-8エンコード形式にすることをお勧めします。非 UTF-8エン
コードを使用して.SQLファイルをアップロードする場合、UTF-8と互換性のないすべての文字は、出力
DDLで置換文字 `�に変換されます。

� Tip

Linuxでは iconvユーティリティ、またはWindowsでは LibIconvユーティリティを使用して、抽出し
たファイルを UTF-8形式に手動で変換できます。たとえば、データベースキャラクタセットが Latin-1
ISO-8859-1である場合、次のように、抽出したファイルを UTF-8形式に変換できます。

iconv -f iso-8859-1 -t UTF-8 sample.sql > sample_utf8.sql

5.1.4 ホワイトラベルエラー
移行ポータルの新しいバージョンがリリースされると、移行ポータルを開くことができない問題が発生する
場合があります。White label Error Pageまたはその他のエラーのようなエラーにより、移行ポータル
を使用できません。ブラウザーに保存されているキャッシュデータがこのエラーの原因となります。これ
が発生した場合は、ブラウザ履歴からキャッシュデータをクリアするか、シークレット/プライベートウィ
ンドウを使用して移行ポータルにアクセスします。

5.1.5 ALTERステートメント
ALTER PROFILE DEFAULT、ALTER TABLE、および ALTER TRIGGERを除き、移行ポータルは DDL内の他
の ALTERステートメントを処理しません。

5.1.6 ユーザー、ロール、プロファイル、および付与
5.1.7 付与
移行ポータルは、抽出およびアップロードされたスキーマの Oracleユーザーの評価と移行をサポートする
ようになりました。プロジェクトに関連付けられているスキーマのすべてのユーザー、ロール、およびプ
ロファイルは、移行ポータルビューの GLOBAL_OBJECTS擬似スキーマの下にグループ化されます。現在、
システム特権、オブジェクト特権、およびロールの付与は、ユーザーオブジェクトの DDLに含まれていま
す。同様に、ロールへのシステム特権およびオブジェクト特権の付与は、ロールオブジェクトの DDLに含
まれます。

付与は現在ユーザーとロールオブジェクトにアタッチされているため、ユーザーに権限が付与されている
1つ以上のオブジェクトに障害が発生すると、ユーザーオブジェクト自分自身は評価に不合格になります。
この問題を解決するには、個々のステートメントの SQL単一行コメント--または連続する grantステート
メントの SQL複数行コメント/ ** /を使用して、障害が発生したオブジェクトの grantステートメントを
コメントアウトし、オブジェクトの再評価ができます。実行されます。失敗した grantステートメントに対
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応する障害のあるオブジェクトが修復された後、以前に失敗した grantステートメントのコメントを外し、
ユーザーオブジェクトを再評価できます。

RESOURCEロールの付与は、被付与者と同じ名前を共有するスキーマの CREATEおよび USAGE特権を
付与することと同じです。RESOURCEロールを付与する場合は、最初にユーザーまたはロールと同じ名前
でスキーマを作成する必要があります。それ以外の場合、「スキーマは存在しません」エラーが発生します。

5.1.8 特権
スキーマをターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースに移行するには、移行の実行に使用さ
れるターゲットデータベースユーザーに次の特権が必要です。

• SUPERUSERプロファイルを移行する

• ユーザーとロールを移行するための SUPERUSERまたは CREATE ROLE

5.1.9 パスワード
ユーザーを移行する際、移行ポータルはユーザーのパスワードを移行しません。ユーザーは、パスワード
なしでターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースに作成されます。ユーザーをパスワードで
構成することが望ましいまたは必要な場合、これはユーザーが移行された後、ターゲットデータベースで
手動で行うことができます。

5.1.10 プロファイル
移行ポータルは、スキーマユーザーに割り当てられた非 DEFAULTプロファイルを移行します。Oracleプロ
ファイルには、パスワードとリソース制限の両方が含まれます。 EDB Postgres Advanced Serverは、Oracle
パスワード関連の制限のみをサポートしています。リソース制限はプロファイルで抽出されますが、移行
ポータルはパスワード制限のみをアップロード、評価、および移行します。また、DEFAULTプロファイル
は、Oracleデータベースで新しい制限値でオーバーライドされる場合があります。EDB DDLエクストラク
タは、Oracleデータベースでオーバーライドされる DEFAULTプロファイルの ALTER PROFILEステートメ
ントを抽出し、移行ポータルはこれらのステートメントをターゲット EDB Postgres Advanced Serverデー
タベースに適用しようとします。スキーマを既存のユーザーとデータベースを含む EDB Postgres Advanced
Serverインスタンスに移行する場合、DDLをターゲットデータベースに移行する前に、必要に応じて ALTER

PROFILE DEFAULTステートメントの設定を検証および更新することをお勧めします。

ò 注釈

バージョン 4.3.0以降、移行ポータルは、ユーザー、ロール、プロファイル、および付与の評価をサポー
トしています。ただし、移行ポータルの 4.3.0より前のバージョンを使用して作成されたプロジェクト
の場合、この機能はサポートされていません。ユーザー、ロール、プロファイル、および付与を評価す
るには、最新バージョンの EDB DDLエクストラクタを使用し、新しいプロジェクトを作成します。
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5.1.11 Oracleのデフォルトの場合を使用する
Oracleのデフォルトの大文字小文字機能を使用するオプションは、Oracleデータベースから EDB Postgres
Advanced Serverデータベースにスキーマを移行するときに、すべてのデータベースオブジェクトの Oracle
のデフォルトの大文字命名規則を保持します。

EDB DDLエクストラクタおよび Oracle Data Pumpユーティリティは、 PL/ SQLの本文内で参照されてい
るオブジェクト名を除き、Oracleのデフォルトの大文字小文字つまりオブジェクト名の大文字または大文
字と小文字が区別されるオブジェクト名のそれぞれの大文字と小文字ですべての DDLを抽出します DDL
の作成時にユーザーが明示的に二重引用符で囲まれない限り、オブジェクト。

したがって、移行ポータルは、この機能のソーススキーマファイルからすべての二重引用符を保持し、さ
らに、移行ポータルは以下に二重引用符を適用します。

• ビューおよびマテリアライズドビューの SELECTステートメント内の列名。

• チェック制約内のカラム名。

• トリガーヘッダー内のテーブル名と列名。

Oracle大文字小文字を使用するオプションが選択されていない場合、移行ポータルのデフォルト動作は、
すべてのオブジェクトが小文字 EDB Postgres Advanced Serverのデフォルトの大文字または引用符で囲ま
れた大文字と小文字の混合を使用してオブジェクト名が指定されている場合は大文字と小文字が混合で作
成されることですソース DDLで。

useOraCase機能を使用して、以下のソース DDLとターゲット DDLを見つけます。

- - Source DDL

CREATE TABLE "RHS_SANITY"."DEPT"

( "DEPTNO" NUMBER(2,0),

"DNAME" VARCHAR2(14),

"LOC" VARCHAR2(14),

CONSTRAINT "DEPTDEPTNO_PK" PRIMARY KEY ("DEPTNO")

USING INDEX ENABLE,

CONSTRAINT "DEPTDNAME_UK" UNIQUE ("DNAME")

USING INDEX ENABLE

) ;

- - Target DDL

CREATE TABLE "RHS_SANITY"."DEPT"

( "DEPTNO" NUMBER(2,0),

"DNAME" VARCHAR2(14),

"LOC" VARCHAR2(14),

CONSTRAINT "DEPTDEPTNO_PK" PRIMARY KEY ("DEPTNO")

USING INDEX ENABLE,

CONSTRAINT "DEPTDNAME_UK" UNIQUE ("DNAME")

USING INDEX ENABLE

) ;

Oracleのデフォルトのケースを使用している間、他のプロジェクトと比べて互換性率が低下する場合があ
ります。次に、この互換性率の低下の原因と考えられる理由を示します。
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• 最も一般的な理由は、オブジェクト/リレーションが存在しないことです。このシナリオは、テーブ
ル/オブジェクトが Oracleの大文字と小文字を保持するために二重引用符で囲まれている大文字であ
るのに対し、障害が発生したオブジェクトでは二重引用符なしで参照されるという事実によって発生
します。例

CREATE TABLE "HR"."EMP"

( "EMPNO" NUMBER(4,0),

"ENAME" VARCHAR2(10),

"JOB" CLOB,

"MGR" NUMBER(4,0),

"HIREDATE" DATE,

"SAL" NUMBER(7,2),

"COMM" NUMBER(7,2),

"DEPTNO" NUMBER(2,0),

CONSTRAINT "PK_EMP" PRIMARY KEY ("EMPNO")

USING INDEX ENABLE

) ;

CREATE OR REPLACE PROCEDURE "HR"."PROC"

IS

CURSOR emp_cur IS SELECT hiredate, CAST(hiredate AS timestamp(6)) AS timestamped␣

↪→FROM emp;

REC emp_cur%rowtype;

BEGIN

OPEN emp_cur;

LOOP

FETCH emp_cur INTO rec;

EXIT WHEN emp_cur%NOTFOUND ;

DBMS_OUTPUT.PUT_LINE(rec.hiredate || ||rec.timestamped);

END LOOP;

CLOSE EMP_CUR;

END ;

エラーは次のように表示されます。

relation "emp" does not exist

上記の例では、テーブル名とその列名は CREATE TABLEステートメントで引用符で囲まれた大文字の名前
で指定されています。ただし、CREATE OR REPLACE PROCEDUREステートメントでは、テーブルとその列
は、引用符で囲まれていない小文字の識別子を使用して参照されます。

• %typeを使用して定義された変数は、前述の table.column-nameが employees.employee_id%type

のように小文字であるのに対し、実際のテーブルのテーブル名と列名は二重引用符で囲まれた大文字
であるため、コードオブジェクトで失敗します。例

CREATE TABLE "HR"."EMPLOYEES"

( "EMPLOYEE_ID" NUMBER(6,0),

(次のページに続く)
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"FIRST_NAME" VARCHAR2(20),

"LAST_NAME" VARCHAR2(25) CONSTRAINT "EMP_LAST_NAME_NN" NOT NULL ENABLE,

"EMAIL" VARCHAR2(25) CONSTRAINT "EMP_EMAIL_NN" NOT NULL ENABLE,

"PHONE_NUMBER" VARCHAR2(20),

"HIRE_DATE" DATE CONSTRAINT "EMP_HIRE_DATE_NN" NOT NULL ENABLE,

"JOB_ID" VARCHAR2(10) CONSTRAINT "EMP_JOB_NN" NOT NULL ENABLE,

"SALARY" NUMBER(8,2),

"COMMISSION_PCT" NUMBER(2,2),

"MANAGER_ID" NUMBER(6,0),

"DEPARTMENT_ID" NUMBER(4,0),

CONSTRAINT "EMP_SALARY_MIN" CHECK ("SALARY" > 0) ENABLE,

CONSTRAINT "EMP_EMP_ID_PK" PRIMARY KEY ("EMPLOYEE_ID")

USING INDEX ENABLE,

CONSTRAINT "EMP_EMAIL_UK" UNIQUE ("EMAIL")

USING INDEX ENABLE

) ;

CREATE OR REPLACE PROCEDURE "HR"."PKG" AS

-- declare variables for data fetched from cursor

empid employees.employee_id%TYPE; -- variable for employee_id

hiredate employees.hire_date%TYPE; -- variable for hire_date

firstname employees.first_name%TYPE; -- variable for first_name

lastname employees.last_name%TYPE; -- variable for last_name

rowcount NUMBER;

bonusamount NUMBER;

yearsworked NUMBER;

-- declare the cursor with a parameter

CURSOR cursor1 (thismonth NUMBER)IS

SELECT employee_id, first_name, last_name, hire_date FROM employees

WHERE EXTRACT(MONTH FROM hire_date) = thismonth;

BEGIN

null;

END;

エラーは次のように表示されます。

syntax error at or near "%" (line 3, char 37)

• テーブルの列データ型に TYPE参照がある場合、大文字と小文字の違いが原因で失敗します。例

CREATE OR REPLACE TYPE "HR"."USER_TYPE" IS OBJECT(

"ID" NUMBER,

"NAME" VARCHAR2(256)

);

CREATE TABLE "HR"."MY_TABLE"

(次のページに続く)
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(

"ID" NUMBER,

"MY_NAME" user_type

);

エラーは次のように表示されます。

type "user_type" does not exist

LINE 4: "MY_NAME" user_type

^

SQL state: 42704

Character: 58

5.1.12 不完全なオブジェクト定義
移行ポータルでソーススキーマを評価しているときに、まれに、ソース DDLに予約語が含まれている場
合、変換されたオブジェクト定義が不完全です。

オブジェクト定義の一部が欠落しているか、ステートメントの実際の最後に到達する前に定義が終了する
問題が発生した場合は、EDB Postgres Advanced Serverによって予約されているキーワードを使用している
可能性があります。たとえば、TABLE定義で列名として CONSTRAINTを使用し、VIEWまたは MVIEW定義で
参照すると、移行ポータルはその DDLステートメントを突然終了し、正常に評価または変換せずに次の定
義にスキップする場合があります。

この問題をワークアラウンドには、次のいずれかのことができます。

• Oracleデータベースの列名を変更し、DDLを再抽出して移行ポータルにアップロードします。

• 抽出した DDLファイルの列名を変更し、移行ポータルにアップロードします。

5.2 EDB DDLエクストラクタ
5.2.1 一般的な制限事項

• EDB DDL エクストラクタスクリプトは、 Flashback を使用して復元されたオブジェクトで、
BIN$b54+4XlEYwPgUAB/AQBWwA==$0 のような名前が残っているオブジェクトを抽出しません。こ
れらのオブジェクトを抽出する場合は、オブジェクトの名前を変更し、抽出プロセスを再実行する必
要があります。

• EDB DDLエクストラクタは、nologgingテーブルを通常のテーブルとして抽出します。これらの
テーブルが EDB Postgres Advanced Serverに移行されると、WALログファイルが作成されます。

• EDB DDLエクストラクタは、VALIDステータスでのみオブジェクトを抽出します。移行ポータルで
評価する INVALIDステータスを持つオブジェクトについては、最初に VALIDに更新します。

• EDB DDLエクストラクタは、Oracleのラップ機能を使用して難読化されたオブジェクトを抽出しま
せん。そのため、これらのオブジェクトは、移行ポータルによって評価される DDLのセットには含
まれません。これらのオブジェクトを評価し、EDB Postgres Advanced Serverに移行する場合は、オ
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ブジェクトのラップされたバージョンを非ラップバージョンに置き換えます。詳細については、ラッ
プされたオブジェクトを参照してください。

• EDB DDLエクストラクタは、グローバル一時テーブルを作成して、スキーマ名とその依存関係情報
を保存します。これらのテーブルは、抽出が成功した最後に削除されます。

• PostgreSQLがサポートしていないため、EDB DDLエクストラクタスクリプトは、名前が PG_で始
まるスキーマを抽出しません。これらのスキーマを抽出する場合は、抽出前にスキーマの名前を変更
する必要があります。

• EDB DDLエクストラクタは、プロファイル、ロール、および付与の情報を自動的に抽出します。

• EDB DDLエクストラクタは、現在 Oracle 11gからの ROLES、SYSTEM GRANTS ON ROLES、OBJECT

GRANTS ON ROLES、および ROLE GRANTSの抽出をサポートしていません。この動作により、エラー
メッセージがこれらのオブジェクトタイプに対応するセクションの抽出されたファイルに書き込ま
れます。これらのエラーは、移行ポータルによるこれらのファイルの評価において問題を発生させる
ことはありません。

• EDB DDLエクストラクタスクリプトは、抽出されたファイルの依存オブジェクトセクションに object

"OBJECT_NAME" of type SYNONYM not found in schema "PUBLIC"エラーをログに記録する場合
があります。これは、Oracleデータベースがコンテナデータベースである Oracleマルチテナント環
境から依存オブジェクトを抽出するオプションをユーザーが選択した場合にのみ発生します。

5.2.2 「スナップショットが古すぎます」エラー
EDB DDLエクストラクタは、データベースサーバーが UNDOテーブルスペースで適切に処理できない大
量のトランザクションを生成すると、実行時にエラー「ORA-01555: snapshot too old」を表示します。

データベースサーバーが高いレートで UNDOトランザクションを生成すると、サーバーが UNDOデータ
を保存するための領域が不足する場合があります。UNDOテーブルスペースは循環バッファとして実装さ
れているため、古い UNDOデータブロックの上書きを開始します。このエラーを解決し、EDB DDLエク
ストラクタを再実行して、エラーなしで DDLを抽出します。

このエラーをワークアラウンドには、 UNDO_RETENTIONパラメーターの割り当て領域を増やします。

最初に、元に戻す操作用に現在割り当てられている合計領域と現在の空き領域を確認します。

1. UNDO_RETENTIONパラメーターの既存の値を確認します。

SELECT value FROM v$parameter WHERE name = undo_retention;

1. 次の 2つのクエリーの結果を加算して、UNDOテーブルスペースの使用可能な合計領域を確認します。

SELECT SUM(bytes)/1024/1024 free_mb FROM dba_undo_extents WHERE status=EXPIRED;

SELECT dfs.tablespace_name, SUM(dfs.bytes) / 1024 / 1024 AS free_mb FROM

dba_free_space dfs

JOIN dba_tablespaces dt ON dfs.tablespace_name = dt.tablespace_name

WHERE dt.contents = UNDO GROUP BY dfs.tablespace_name; 2 3 4

次に、環境が必要なMB数を決定し、割り当てられた記憶領域を増やします。
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1. 使用ピーク時間にトランザクションによって生成された UNDOデータの量を監視します。

SELECT SUM(undoblks * 8192)/1024/1024 AS undo_mbs FROM v$undostat;

ò 注釈

この値は、10分間隔で消費された UNDOブロックの数を反映していますMBに変換!!!

1. ご使用の環境が UNDOテーブルスペースに必要な合計MB数を計算します。たとえば、トランザク
ションボリュームが 1分ごとに X MBの UNDOデータを生成し、要件が Y分間データを保持するこ
とである場合

UNDO領域MB = X MB/分× Y (分)

1. 必要なMB単位の領域に応じて、UNDO_RETENTIONパラメーターを更新します。この例では、記憶領
域を 2400 MBに増加します。

ALTER SYSTEM SET UNDO_RETENTION = 2400;

__OUTPUT__

System altered.

5.3 Oracle Data Pumpユーティリティ
• Oracleの引用演算子 IDENTIFIED BY VALUES q'[:1]'などと IDENTIFIED BY句を使用してデータ
ベースリンクを作成する場合、移行ポータルは SQLファイルの解析に失敗する場合があります。ファ
イルを正常に解析するには、実際のパスワード、たとえば、IDENTIFIED BY my_passwordを使用し
てみてください。

• Oracle Data Pumpユーティリティによって生成された DDLには、移行ポータルによって処理されな
い ALTER FUNCTION、ALTER PACKAGE、ALTER TYPEなどの ALTER STATEMENTSが含まれる場合が
あります。

• Oracle Data Pumpがスキーマモードで実行される場合、つまり、expdpコマンドの実行時に SCHEMAS

パラメーターが使用される場合、プロファイルとロールは抽出されません。エクスポートされるス
キーマユーザーにプロファイルが割り当てられている場合、プロファイルはエクスポートされた impdp

ファイルの一部ではないため、移行ポータルでのスキーマユーザーオブジェクトの評価は失敗しま
す。この問題を修正するには、ユーザーオブジェクトターゲット DDLのプロファイルの割り当てを
削除し、ユーザー作成オブジェクトを再評価します。

• スキーマモードで impdpまたは expdpを使用してOracle 11gから ROLES、SYSTEM GRANTS ON ROLES

、OBJECT GRANTS ON ROLES、および ROLE GRANTSを抽出しようとしているときに、いくつかのエ
ラーが表示される場合があります。回避策は、full=yオプションを使用することです。これは、エ
ラーなしですべてのスキーマとこれらのオブジェクトタイプを抽出します。
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5.4 AIコパイロット
AI Copilotは、DDLの移行中に発生する問題を支援するように設計されたツールです。このツールは問題
の解決に非常に役立ちますが、生成 AIテクノロジーは不正確または無関係な応答を生成する場合があるこ
とを理解することが重要です。推奨されるソリューションの精度と品質は、How to create good promptsに
大きく影響されます。

提案されたソリューションを運用環境に適用する前に、制御されたテスト環境でソリューションをテスト
して、提案された修正が特定の移行要件と一致することを確認することを強くお勧めします。

この最初のリリースでは、AIコパイロットの応答時間が予想よりも遅くなる場合があります。
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